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参考 文献 


@ 戦国 武将 列伝 


LA E O 


1549~ 1617 





祖 を 若狭 の 武田 信広 と する 。 後 , 暇 夷 に 移っ て アイ ヌコ シャ マイ YORE WER, wi 
信広 と 名 乗っ た 。 4 代 め 季 広 は , 明 爽 に いわ ゆる 「 和 人 地 」 を 設け て 大 名 領国 制 を 開始 し 
た 人 物 で , と の 頃 よ り ア イヌ 人 の 支持 も 受け て いる 。 

慶 広 の 代 に な る と , GERD RR OREA, Bic GRU RBC HELL, 
「 松 前 」 と 称す る よう に な る 。 政 の 中 心 より 離れ た 地 に いな が ら も , 着実 な 発展 を 遂げ た 
一 族 で , 漁猟 交易 の 征 を 収め た 武功 も あっ て , 明 夷 全土 の 入口 と し て その 地位 を 固め , & 
の 徳川 幕下 松前 落 へ と 引き 継が れ て いっ た 。 





2 津軽 Ble (ER) 
1550~ 1607 





南部 支族 の 大 浦 氏 より 発し た 一 族 で , て の 為 信 が 津軽 氏 の 祖 と いわ れる 。 

主 家 南 部 氏 の 津軽 支配 が 廊 え た の に 乗じ て 自立 し , 津軽 地方 の 旧 族 , 豪族 た ち を と と ど 
と く 征 服 , その 統一 を 30 歳 に し て 成し遂げ た 。 豊臣 秀吉 に 早く か ら 通 じ て 小 田原 征伐 に 
功 を 上 げた た め , 近世 大 名 と し て 津軽 藩 の 基礎 が 定まる 。 以後 「 津 軽 」 を 称す る よう に な っ 
た が , 同氏 は 関ヶ原 の 合戦 で は 徳川 方 に つい て いる 。 





りく ちゆ う も りお か 


(陸中 盛岡 ) 





1498 ~ 1563 


きい わ FAL ろ な も と の より と も 


清和 源氏 の 血 を 引き , 源 頼朝 の 


側近 と し て 仕え た 南部 光 行 を も っ て 祖 と する 。 





南北 朝 , 室町 時 代 で は , 津軽 盛岡 の 諸 豪 族 を 統制 し きれ な か っ た が , ARDOZ DM 
の 代 に な る と , BER, HER, 秋田 氏 と 争っ て 岩手 , 志和 及び 和賀 の 地 を 手 に 入れ 南部 
家 を 優位 に 導い た の で ある 。 や が て , 配下 の 大 浦 氏 が 独立 し た た め , 津軽 地方 を 失う が , 
南下 し て 領地 を 拡張 , 近世 南部 藩 を 確立 する 至る 。 














りく ちゆ うい わ も さき 


(陸中 岩崎 ) 


1534~ 1597 





きよ し げ 


祖 は 源 頼 朝 の 奥州 平泉 攻め の 際 に 武功 を 上 げた 葛西 清 重 に さか の ぼる 。 





晴信 は , その 17 代 め と し て 出入 








手 に 入れ る が , 大 崎 氏 と の 国 








で あっ た が , 同氏 の 内 部 事情 は 極め て 不安 定 で , X 











や が て , 伊達 氏 , 大 崎 氏 と 同 











EL, 現在 の 宮城 県 東北 部 か ら 岩 手 県 南部 に わた る 領土 を 
線 を 巡っ て の 争乱 が 絶え ず 続 く 。 こ と ちら は , 葛西 氏 が 優勢 
臣 の 内 乱 に は 始終 悩ま され 続け て いた 。 
繝 を 結ん で 葛西 氏 に 平和 が 訪れ た か に 見 えた が , 秀吉 の 





\ 田 


原 征 伐 に 参 陣 し な か っ た た め 没 領 , 加賀 に 逃れ て いる 。 て と て で 葛西 氏 は 断絶 し , 晴信 は 最 


後 の 当 主 と な っ た の で ある 。 


田 ES (羽後 ) 


2~ 1587 





「 秋 田 」 の 称号 が 固定 する の は , 同氏 が 近世 大 名 と し て 発足 し て か ら で あ り , 戦国 時 代 に 
は ER と 呼ば れ て いた 。 

檜山 安東 家 と 湊 安 東 家 の 合併 を 果たし , 相続 し た の が この 愛 季 で , 居城 を 男鹿 脇本 に 定 
め る 。 愛 季 は , 戦国 大 名 と し て の 秋田 氏 初代 と し て , その 子 実季 と 共に 同氏 の 全盛 時 代 を 
築い た 。 浅利 氏 , 南部 氏 を 攻撃 し , その 領地 秋田 , 檜山 , 比内 3 郡 を 占領 し て 秋田 家 領 国 
の 基盤 を 確立 する 。 





だ 


6. 伊達 


1543 ~ 1585 


て る りく ぜん 





本 姓 は 藤原 氏 と 名 乗り 吉 祖 は 藤原 鐘 足 に 発する 。 

FIGS PBK 16 代 め に 当たり , 足利 将軍 義輝 より 一 字 を 授かっ て 出羽 米沢 城主 と な る 。 
家臣 の 内 紛 を 治め 。 外 に は 澤山 , Mk, 相馬 氏 と 戦う 。 後 , 澤山 義 継 と 講和 する が , 会 談 
he, RAK ASH tL £5 2 LOC TERN. 泣く 泣く 父 も ろ と も 義 継 を 討 
ち 果 た す 。 これ が 後に 独眼 第 と いわ れ , 伊達 氏 を 代表 する 英雄 と な っ た 政宗 で ある 。 政宗 
の 力 に よっ て , 伊達 氏 は その 領地 を , 仙台 を 中 心 と し た 東北 一 円 に 広め て いく 。 


が み よし もり 


7. 最上 義 守 am 


1521 — 1590 





最上 氏 初 代 兼 頼 は 其 波 氏 の 一 族 で , 現在 の 山形 県 に 起 と っ た 。 
= 山形 城 に 居 を 構え , 2 歳 に し て 最上 氏 10 代 を 相続 。 上 杉 氏 , 伊達 氏 と 靖 を 競っ 

, PRO (UCLA ER, 佐竹 氏 と 同盟 を 結ん だ 上 , 伊達 氏 を 包囲 する 戦略 を 
ee a 
起き る と , その 中 心 と な っ て 自分 の 息子 だ 対 を 向け る の で ある 。 








8 結城 Hea E 
1533 — 1614 





まとも みつ し だ よし ひ 


頼朝 の 側近 小山 朝 光 が , 志田 義広 の 乱 の 功 に より 下総 国 結城 部 を 与え られ , 移り 住ん だ 
の が 始ま り 。 

父 政勝 の 死後 結城 17 代 の 家督 を 継ぐ 。 常陸 , 下 野 を 拠点 と し 。 最初 は 北条 氏康 ・ 氏 
政 , 後に 上 杉 謙信 と 結ぶ な など, さながら カメ レオ ォ ン の よう に 郊 合 集散 を 繰り 返し , 両氏 勢 
力 の 均衡 を 巧み に 利用 , 結城 氏 を よく 存続 させ て いく 。 謙 信 死 後 は , 北条 氏 の 一 斉 攻 撃 を 
を 浴び , HRB ORBICHS 50 EHO MEE CHU ALE. 晩年 は 
越前 に 移り , 結城 へ の 帰 城 を 願い つつ 死に 至る 。 SEB. 






































あし な も り うじ bo 


9. #2 ER CEM 


1521 ~ 1580 






章 名 氏 は 本 姓 平 氏 で , 相模 国 を 領 し た 三浦 一 族 の 出身 。 録 倉 期 に 会 津守 護 と 称し て 下 向 
し , 相模 墓 名 荘 に 拠っ て 草 名 氏 と 名 乗る 。 

16 代 め 当 主 に 当たる 盛 氏 は , 北 条 氏 康 (氏政 の 父 ), 武田 信玄 , 上 杉 謙信 ら と 通じ , E 
義 継 を 初め と する 近隣 諸 豪 族 を 討ち , し ば し ば 常陸 に 構え る 佐竹 氏 と も 争っ た 。 当 時 の 幕 
府 の 記録 に は , 奥州 大 名 と し て , BE, 220 2 氏 だ けが 記さ れ て お り , その 領土 は 会 津 
一 円 , 越後 に まで 及ぶ 。 功名 氏 は 文字 どおり , と の 盛 氏 の 時 世 が 最も 栄え , 名 実 共に 伊達 
氏 と 並び 称 され る 東北 地方 屈指 の 戦国 大 名 で あっ た と いえ よう 。 


23 づけ 


10. EB 謙信 (越後 上野) 


1530 ~ 1578 


WROT WIE BIRD 3 男 と し て 生ま れ , BURL Bo TREN, BUNT 
領 山内 上 杉 氏 の 家 名 を 継ぎ , 弟 愛 し て 謙信 と 称し た 。 そ の 父 為 時 は, 16 歳 で 初陣 し て 以来 
生涯 に 戦う と と 百人 度 。 WORMED thin nn 

ROW, 越後 中 部 の 反乱 を 前 め , REAM. TRAMA, 一 族 を 分 け 
て の 戦い を お と し た が , MERA TIE NL, ついに, 越後 一 国 の 支配 乗り 出す と と に 
な っ た 。 や が て 甲斐 の 武田 信 率 と , 川中 島 を 兵 ん で の 合戦 が 始ま る 。 史 上 名 高い と の 合戦 
は 5 回 及び 。 川中 島 第 4 回 戦 で は , 「 天 島 の 兵法 」 を 見 破っ た 謙信 が 信玄 軍 迫 り 
MO BITS MTN. CNI TEATICATI) E05. e, ERE ERA O 
織田 信長 に 対抗 し , 天下 統一 を 夢見 る が , RHIC TIER. BEM» 

その 人 柄 は 。 Ak, Mk, BHAT TORMES LA) ABENSCL, 
し ば し ば で ある 。 





























一 10 一 


き た け よし し げ ひ 


11. 佐竹 義重 OR) 


1547~ 1612 





源義 家 の 弟 を 祖 と し , 頼朝 軍 に 大 敗 す る が , 辛うじて 常陸 一 国 を その 領土 と する 。 
義重 は 元 服 前 より その を 発 押し , 家臣 所領 を わり 与え る な ど 領主 と し て の 行動 を 見 
せ て いる 。 実権 を 握る と , まず 諸氏 を 排 訂 し , 領土 を 常陸 , TE, 奥州 の 仙道, 会津 方 面 
に まで 拡張 を 図る 。 北 条 氏 の 北進 , 武田 信玄 の 東進 に そなえ , 上 杉 を 離反 し で 信玄 と 結び 
謙信 と 北条 が 同盟 する と 謙信 に な び い た 。 と の あたり に 勢力 拡大 を 図る 佐竹 氏 の 前 途 の 険 
し さ が う か が える 。 し か し 義重 は LM, 北条 , 武田 三 氏 の 勢力 均衡 の 間 を 巧み に 動き 
回 っ た 。 一 方, 奥州 で は 伊達 氏 の 勢い が 強大 化し , 伊達 政宗 と 人 取 橋 で 戦う が , つい に 決 
着 の つか め ま ま 義重 は 死去 。 66 歳 。 

















12. 宇都 宮 広 (下野 ) 


1543 — 1580 





京都 の 中 流 貴族 中 原 氏 一 族 より の 出身 。 
父 間 綱 の 戦死 後 , 6 歳 で 宇都 宮 当 主 と な り , か ね て か ら 敵 対 関係 に あっ た 那須 氏 と の 間 
に , 重臣 の 尽力 も あり 一 応 の 区 切り を つけ る 。 が , 宇都 宮家 中 を の ぞ け ば と と に も 問題 は 
渦 ま いて お り , 更に は , 近隣 の 北条 氏康 と 上 杉 謙信 の 対立 と , 広 網 に は 頭 の 痛い と と ば か 
り で あっ た 。 助 け を 求め る べく 佐竹 氏 と 結び , この 困難 な 情勢 を 乗り 切 ろ うと 共に 上 杉 方 
属し た 。 領土 拡張 に 成功 し て いる が 若年 に し て 死去 。 








=11 = 


13. ER KE (安房 、 上 総 ) 
1507-1574 





「 南 総 里 見 八犬伝 |] で 名 高い 里見 氏 で ある 。 

結城 の 乱 の 際 , 結城 氏 に 味方 し て 安房 に 敗走 し た の が 安房 里見 氏 の 始ま り と いわ れる 。 
里見 氏 は , 度々 三浦 半島 を 経て 関東 に 侵攻 し た た め , 北条 氏 と の 激突 を 余儀 な くさ れ , つい 
に は 国府 台 合 戦 に 発展 し て いる 。 し か し , 北条 氏 に よる 房総 半島 侵略 が 行わ れ て いる 限り 
房州 に 平和 は 訪れ な い の で あ る 。 意 を 決し て 再び 義 発 は 立ち 上 が る (第 2 次 国府 台 合戦) 
が , 奇しくも 義 発 没後 に , BH, 北条 両氏 の 和睦 が 成っ て いる 。 


し い y さ が み b うさ 


(武蔵 伊豆 , 相模 , 下総) | 
1538 ~ 1590 





戦国 乱世 の 中 で , 5 代 に 渡り その 棚 権 を 維持 し た 大 名 は 数 少な い が , 早雲 発する 北条 氏 
は 100 年 も の 間 関 東 を 治め た 。 

氏政 は , 小田 原 城 を 本 拠 に その 全 胡 を 築い た 北条 氏康 の 身 了 。 今川 氏 , RER UR 
係 を も っ て 和 を 結ば ん と し , 武田 信玄 と は , その 娘 を 奏 に 迎え て 同盟 し て いる 。 し か し , 
戦国 の 世 の 習 いで と の 和 も 長く 続く て と は な く , 田 信 玄 と 激しく 争う こと に な る の で ある 。 

その 才能 は 凡 証 で , 父 氏 康 は , 「 家 臣 の 忠 好 も 見 分 けら れ な い 器 量 」 と 嘆き , ALT, 
15754, 小田 原 は 豊臣 秀吉 に 囲ま れ , 「 小 田原 評定 」 を 重ね た あげ く , 滅び 去っ て いく 。 








二 过 一 


15. 武田 信玄 (He, Em 
1521 ~ 1573 








甲斐 の 虎 と いわ れ , 人 々 か ら 恐 れ ら れ た 信玄 は 。 清和 源氏 の 血 を 引く 甲斐 国 の 守護 武田 
氏 に 生ま れ , 晴信 と 称し た 。 壮 年 に と なると, ADE ALIEN, AREA LOL E 
に 相模 の 北条 , ERDE ZIEHE ARA COMO SEO AMO, 信濃 計略 に 乗り 出 
し た 。 そ う は させ じ と こと の 前 に 立ち は だ か っ た の が , 越後 の 上 杉 謙信 , 川中 島 5 回戦 の 募 
明け と な る 。 戦果 は 5 分 5 分 に 終わ っ た が , その 間 信 玄 は , 信濃 の 大 部 分 を 手 に 入れ る と 
と に 成功 , 駿河 , 三河 へ と 討っ て 出 , 西 上 の 途 に 就く の で ある 。 三 方 ガ 原 に て 織田 信長 の 
援軍 を 得 た 徳川 家康 軍 と 衝突 する が , これ を 散々 に 討ち 破り , 三河 野田 城 を も 奪取 する 。 
し か し , 忍び よる 死に は 勝て ず 53 歳 で 没 す 。 

この 信玄 の 死 を 最も 惜 ん だ の は , 宿命 の ライバル 上 杉 謙信 で あっ た ろう 。 謙信 は , 5 年 
th, 後 を 追う よう に 息 を 引き 取っ て いる 。 

信玄 の 子 勝頼 に は 才 が な く , 長篠 の 合戦 で は , 鉄砲 隊 を 巧み に 操っ た 信長 の 前 に 武田 の 
誇る 騎馬 隊 も 力 及 ば ず , 滅亡 し て いく 。 




















は た け や ま よし っ な の と 
16. E 義 綱 (能登 ) 
?- 1593 





EITC DIERAN, HET MRO MET < 。 

KM, 父 義 続 の 引退 後 , 七尾 城主 と な る 。 当 時 , 能登 国 で は , 重臣 畠山 七 人 衆 が 主導 
権 を 掌握 し て いた が , や が て 分 裂 し , この 頃 か ら 義 綱 の 戦国 大 名 と し て の 台頭 が 著しく な 
る の で ある 。 土豪 層 を 雇う こと に より , 軍事 力 の 増強 を 図っ て 一 族 を 統一 , 一 時 は 義 綱 専 
制 が 成立 する が , 出る 杭 は 打 た れ , 追放 され る 。 義 綱 は , CO DICHO 
を 繰り 返す が , つい に 実現 せ ず , 逃亡 先 近 穫 に て その 波乱 に 富ん だ 生涯 を 閉じ て いる 











ーー 








ATIC HY CELICA, 畠山 基 国 が 越 中 を 領 す る よう に な る と と れ K 従 っ て 同国 
神保 氏 発 展 の 叱 を 築い た 。 

ab, 初め は 畠山 氏 の 被 宮 で あっ た が , 上 杉 謙信 に 属し , 佐々 成 政 の 与 力 に な っ て いる 。 

早く か ら 織 田 信長 , 徳川 家康 に 仕え , その 子孫 氏 長 は 徳川 幕臣 と な っ て 一 族 は 続い て 


いっ た 。 











に 入 

















18. 姉 小路 BAM (飛騨 
1540 ~ 1587 








名 を 頼 網 と し て いる 史料 も ある 。 も と 三 本 氏 の 一 族 で , 国司 姉 小 路 氏 に 代わ っ て 飛騨 高 
山城 主 と な っ た 。 柴田 勝家 を 討ち 滅ぼし た (BF ED RLY) 豊臣 秀吉 に 対し て , 北陸 の 佐々 
成 政 と 共に 抗 す る が 敗北 に 甘んじ て いる 。 飛騨 一 国 と 息子 2 人 の 命 と 引き 換え に 生き な が 
ら え る が , まもなく 京都 に て 48 歳 で 病没 。 


























1540 ~ 1595 





OMNCEML EAE OFA, RbMCBF CBT SOME YD» 

天 険 の 要害 と 豊か な 山本 資源 を 背景 と する 木曽 谷 を 統轄 し , MERC TOMA ARE 
は , 木曽 家 が 甚だ 不利 な 状況 下 に あっ た 時 分 に 生ま れ 育 っ た 。 父 閉 康 が 武田 信玄 に 破れ た 
の で ある 。 義昌 は 信玄 の 三 女 を 正 室 に め と り , 武田 氏 の 信濃 先方 押 と し て の 軍役 を 負っ た 。 


14 = 





信玄 の 死後 勝頼 が 織田 信長 に 破れ る と 信長 に 応じ , つい に 武田 を 離反 , とれ を 撃破 し て い 
る 。 後 , 豊臣 秀吉 , 徳川 家康 両者 間 を 点々 と し , 結局 家康 の 傘下 と な り , と れ に よっ て 木 
曽谷 に お ける 独自 の 戦国 大 名 ぶり は 抑制 され , 封建 制 の 新 秩序 の 中 へ と 組み 敷 か れ て いく 
の で ある 。 























いま が わ よし も と と お と うみ する が 
20. 今川 義元 GEL Ki) 
1519 ~ 1560 





SE, RNSTOLNCAND. 「 海 道 一 の 弓 取 り 」 と うた われ , KAMERA 
ずる 家 風 の 中 で 義元 は 生ま れ 育 つが , 家督 相続 の 争い に 巻き 込ま れ , 肉親 の 血 の 洗礼 を 
受け た 後 , 戦国 武将 へ の 道 を 歩む 。 と れ は 何 も 義元 に 限っ た と と で は な く , 肉親 あい 食 む 
葛藤 は , 他 の 多く の 戦国 武 特 が 彼 っ た 試練 な の で ある 。 

RMR EMAC, 三河 の 松平 氏 か ら 世 継ぎ 竹 千代 ( 後 の 徳川 家康 ) を 人 質 に と り , 
和 を 結ん だ 。 西 進 築 を 引っ 下げ て 上 洛 途中 , MRC, 見 事 と いう 他 な い 織 田 信 長 の 奇 骨 
に あい , その あえ な い 最 後 を 迎え る 。 

尾張 の 「 大 うつ け 」 の 田舎 大 名 と 信長 を 悔 っ た 義元 の 手 落ち と 同時 ic , 信長 の 抜き ん で 
KAGESICES OTH 9 fe 


















































21. AMA 光 佐 Cin 
? 





ん ゆう か っ : 


戦国 時 代 は , HER OULSbNSM, 一 向 一 挨 も また 盛ん に 起 と っ た 時 世 で も ある 。 

両者 は 相関 関係 に ある と いえ る が , 光 佐 の 領国 加賀 も 石山 本 願 寺 の 一 向 一 探 と し て 名 高く , 
度々 織田 信長 の 攻略 を 受け る 。 信長 は , 仏教 と 政 と が 密着 す する の を 極端 に 嫌い , 現に 延暦寺 を 
山 ど と 焼き 討ち に し し て いる 。 か くし て 三好 一 党 と 手 を 結ん だ 区 佐 は , 浅井 ・ 朝 倉 両氏 を 助 
けつ つ 10 年 間 (c 渡 り 信長 と 対戦 し て いる 。 

















=j5— 


あさ くら よし か げ え ち ぜん 


22. 倉 義景 (越前 ) 


1533 — 1573 





EÑ-EGRE, VEÄROT, RUBMA, 上洛 の 軍 を 起こ くす よう 朝倉 家 を 頼っ て き 
た が , 加賀 , 能登 の 一 向 一 撲 と 対 陣 し て いた と と も あり , その 要請 に 応え られ な か っ た 。 
後 , 義昭 は 織田 信長 に よっ て 室町 幕府 15 代 将 軍 に 就任 し な が ら も これ に 疑心 を 抱き , 再 
諸国 の 有力 大 名 信長 追 討 の 呼び か け を 行う 。 と れ に 応じ た の が 義景 で , 事実 を 知っ 
た 信長 は 慎 怒 し , 一 乗 谷 に せま る の で ある 。 

一 度 め は , 浅井 長政 の 信長 離反 に より 事 無 き を 得 た が , 次 に 姉川 に 戦っ て , 装 景 は 壊滅 
的 な 敗北 を 受け る 。 三 度 め , つい に 盟友 浅井 長政 も ろ と も 滅び 去っ て いく の で ある 。 














きい とう る と ES ぁみ の 
23 竜 (2) 
1527 — 1561 











美濃 国 守 護 で , 筐 葉山 城 を 居城 と し た 音 藤 道 三 の 緒 子 。 灯油 の 行商 人 か ら , 一 国 の 大 名 
に の し 上 が っ た 道 三 に は , EC, 下 元 上 の 戦国 乱世 を まざまざ と 見 せつ けら れる よう で あ 
る 。 

じ か し , 義 間 の 母 は も と 道 三 の 仕え た 土岐 氏 の 本 で , 道 三 は , 義 填 が 実子 で ある か どう 
PERO, と と ど と く 臣 ん じ た と いう 。 こ とれ を 恨ん だ 義 意 は , 2 人 の 弟 ( 道 三 の 実 子 ) を 
BL, Wicd, RoHS RAM CHM, HOGRICRI OY ERECT IC, Bei 
は 父 道 三 を 討ち 果す の で ある 。 KIOWA EM LIED RAMTEC Bd 51.5 25 
淫 窟 は 稲葉 山城 を 強固 に 守っ て 落ち な い 。 し か し , その 子 意 貞 は 無能 で , まもなく 美濃 は 
信長 の 手 に 落ち て いく と と に な る 。 

















いえ や す a» 


24. 徳川 RE (三河) 


1542 ~ 1616 





ちり ろ た だ 


回 臣 家 を 滅ぼし て 徳川 300 年 の 基 を 築い た 徳川 家康 は , 徐 平 広中 を 父 と し , Misc 
まれ た 。 広 中 が 今川 氏 の 保護 を 受け た た め , 家康 は 成人 まで の 日 々 を 同氏 の も と で 人 質 と 
し て 送っ て いる 。 今川 開元 が 棚 鉄 問 に 討死 する や , 独立 し て 織田 信長 と 結ん で いる 。 当 時 
と れ も ま た 天下 統一 の 野望 を 抱き , 信長 と 対立 関係 に あっ た 武田 信玄 と 三方 ヶ 原 に 戦っ て , 
この 時 家康 は 大 敗 , 命からがら 浜松 城 へ 戻っ て みる と 失禁 し て いた と いう エピ ソー ド が 伝 
わる 。 あの 家康 が . で ある 。 その後 も 信長 と 共に , 長篠 の 合戦, 天目 山 の 戦 いと 勝利 を 収 
め 駿河 一 国 を 与え られ て いる 。 信長 の 死後 は , 豊臣 秀吉 に 臣下 の 礼 を と り , 江戸 城 に 移 
る 。 その 秀吉 が 死ん で し まう と 家康 の 簡 上 ぶり は 次 第 に 其 だ し く な り , や が て 日 本 中 を 東西 
真っ こつ に 分 けた 関ケ原 の 戦い を 迎え る の で ある 。 豊 臣 方 武将 右田 三成 も 必死 抗 し た が 
力 及ば ず , て の 勝利 に よ っ て 家康 の 勢 威 は 並び の な い も の 成長 し て いく 。 1603 年 ,征夷 
大 将軍 に 任命 され , 草 府 を 開設 , 揺 ぎ の な い 徳川 天下 を と と に 確定 し た 。 大 阪 冬 の 陣 ・ 夏 
の 陣 を 経て , 75 歳 の 老齢 で 死去 。 

し か し , 家康 は , TOS LORD, 人 に 愛さ れ な か っ た と いう 。 






























































の ぶ な が 


25. 織田 信長 (尾張 ) 


1534 ~ 1582 








MINO FE LT, 代々 尾張 に 勢力 を 張っ て いた 。 

SUERO 3 男 と し て 放 古 屋 城 に 出生 し , 幼名 を 吉 法 侯 , 元 服 する と 織田 三郎 信長 
と 名 乗 る 。 形 式 に と ら わ れず , 卓 抜 し た アイ デア と 斬新 さ を 持つ 信長 の 風体 と 行動 は , 人 
人 の 目 に は 異様 に 写り , 近 国 の 者 は 口 を そろ えて 彼 を 「 大 うつ けり 者 」 と 評 し た 。 こ ん な 信長 も , 
次 第 に 野心 に 燃え る 気鋭 の 青年 武 持 と し て の 頭角 を 表わし , 美濃 の 斉藤 道 三 と の 同盟 , A 
田 一 族 の 統一 , 次 に 今川 義元 を 桶 狂 問 で 見 事 な 奇 上 戦 で 討ち 取る な ど 東 話 西 走 し た 。 信長 
を 「 大 うつ け 者 」 と 員 笑 し た 者 は 全て 皆 , 彼 に 見 事 に 欺 か れ た と と に な る の で ある 。 や が 
て , 徳川 家康 , 浅井 長政 , 武田 信玄 ら と 同盟 を 結び , 足利 15 代 将軍 義昭 を 奉じ て 入 京 する 
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に 至る 。 し か し , 義昭 を な い が し ろ に し よう と し た た め , 将軍 の 呼び か け に 応じ た 朝倉 義景 
と その 盟友 浅井 長政 姉川 で 決戦 。 一旦 は 和睦 する が , 後に 朝倉 氏 は 一 乗 谷 に て , 浅井 氏 
は 小谷 城 で 滅亡 し て いる 。 武 名 高い 武田 氏 も また , 信長 に よっ て ひね りつ ぶさ れ た 一 族 で 
ある 。 

偶像 破壊 者 で , 比 吉山 延暦寺 を 焼き 討ち に し た の も , 一 向 一 探 を こと と ど と く 掃 討 し た の 
も て の 信長 で ある 。 正 に 飛 計 鳥 を 落と す 勢 いで 諸国 を 平ら げ , 中 国 出陣 を 目前 に し た 49 歳 
DRL, 本 能 寺 で 没 。 箇 臣 明智 光秀 の 刃 の 前 に その 非凡 な 一 生 も 終わ り を 告げ た 。 

















きた ば た け と も の り Dot し ま 
26. 北畠 具 教 (伊勢 , 志摩 ) 
1528 ~ 1576 





も あみ げん Le 


北畠 氏 の 家系 は 村上 天皇 の 息子 に 発し , 後 源 姓 を 与え ら N 後 醍醐 天 
皇 の 重臣 と し て 仕え た 者 も いる 名 家 で ある 。 

RA, 伊勢 国司 家 を 継ぎ , 折 し も その 勢力 が 伸び 始め た た め 勢 い に 乗 っ て 南 伊勢 に 長 
HR, 北 伊勢 に 関 氏 と 戦う が , 後 織田 信長 に よる 伊勢 攻め に あう 。 伊 勢 は 信長 の 嫌っ た 一 
向 衆 徒 の 巣 だ っ た か ら で あ る 。 只 教 は 一 族 の 興 記 を か け て 必死 に 応戦 , 信長 の 3 男 信雄 を 
養子 に する と と で 和議 へ と 持ち 込む が , 最終 的 に は と の 信雄 に 殺さ れ , と と に 伊勢 国 北畠 
家 は 滅亡 する の で ある 。 

















な が まさ 


27. EH 長政 an 


1545~ 1573 





あか まつ みつ すけ 


赤松 満 拓 が 足利 6 代 将 軍 義 政 を 謀殺 し た 嘉吉 の 乱 の 共に acen aio 
FRANZ OR. 

長政 は , 15 歳 で 元 服 し , BK ICE ORDA C EA RICH LAKES [IED 
MRS LO) ¿AED EVID, 俗 浅 井 3 代 と いう が , au Ja, RE, 
長政 の と と を さ し , 長政 の 父 で ある 久 政 は , 武 持 と し て の 器量 が ひど く 劣 っ て いた と いう 
と と で ある 。 こ と うし て 浅井 家 を 継い だ 長政 は , や は り 篤 沙 の 勢い で 領国 拡張 の 道 を 突っ 走 
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る 信長 の 妹 お 市 を め と り , 同盟 を 結ん だ 。 その 後 信長 が , 長政 の 盟友 朝倉 義景 を 討た ん と 
LEED, と の 同盟 は 破 約 , 義理 に 厚い 長政 は , 朝倉 勢 に 味方 する 。 信 長 は , 長政 の 離反 
を 怒っ て 浅井 ・ 朝 倉 攻略 を 開始 , 姉川 の 戦い を 迎え る の で ある 。 3 年 後 , つい 近江 小谷 
城 は 落城 。 長 政 は 自刃 する 。 


し た と うき ちろ う 


信長 は 。 AFAN ROMER) に 命 じ 。 妹 お 市 と 彼女 の 生ん だ 3 人 の 娘 茶 々 (后 
en 


DEE), ぉ は つ ( 後 の 京 極 高 次 夫人 ), BIL HOMINBERA) を 救出 する と と を 忘れ 
な か っ た 。 





ろ つ か く よし か た い が 
28. 六 義賢 (伊賀 ) 
1521 1598 





— fic, PERO RISA RAMA AO ODT Do と の 
た め , 佐々 木 六角 氏 と も 呼ば れる 。 

義賢 は 父 GEMOEIC E > T 31 歳 で , 家督 を 相続 。 法 名 の 承 袖 の 名 が 広く 知ら れ て いる 
が , BHO—-FA RAMOS BOON COSLIE, 常に 将軍 家 を 擁し た と と は 有名 で 
ある 。 ま ず , 将軍 義晴 を 助け , と れ を 阻む 三好 長慶 と 戦い, 今度 は 義輝 を 保護 し て 京都 白 
河 に て 同じ く 長 慶 と 刃 を 交え た 。 義輝 を 京 に 還 往 させ る と と 成功 。 し か し , 足利 義昭 を 
奉じ て 上 洛 する 織田 信長 に は 降伏 , 後 , 三好 氏 , 浅井 氏 ら と 組ん で 南 近江 の 織田 方 武将 柴 
田 勝家 を 攻め る が 失敗 , 信長 の 前 に ひれ 伏し た 。 




















いっ し き 。 よし みち mac も か さき 
29, = 義道 (丹後 , 若狭 ) 
?ー1579 





BEARD 5 男 が , = HEBE AML LCL LAO ICME Be 

ERE RAT OWE L, Minolta, 義道 が 丹後 国 主 に 
な っ た 頃 は , すでに 室町 府 足利 将軍 家 の 権威 は 地 に お ち て いた が , 15 代 義 阿 の 頼っ た 織田 
信長 も 大 義 名 分 だ け に 将軍 家 を 利用 , 怒っ た 義昭 が 次 た 落ち っ つい た の が と こと 一 色 開 道 の と 


ほそ か わか じ た か 


と ろ で ある 。 義昭 を 食客 に 迎え る の は , 信長 に 敵対 する と と と 同じ で あっ た 。 細 川藤 孝 ・ 
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ERE, 明智 光秀 と 戦う が 次 第 に 孤立 無援 と な り , つい に は 家臣 の 裏切り に より 止む な 
く 自 害し て 果て る の で ある 。 


ひで は る た ん ば 


30. 波多 野 秀治 (丹波 ) 


?- 1579 









一 説 に は , REIS SEIC LEA 1 RR BBO KBE (9, 応仁 の 乱 で は 細川 方 に 属し 。 
丹波 国 を 与え られ た 。 

秀治 は , 波多 野 呈 道 の 子 と し て 生ま れ , 松永 久秀 に HATT AR LIEGE LT 
居城 と する 。 織田 信 長 方 武 持 , 明智 光秀 に よる 丹波 攻略 を 受け る と , と これ に 対抗 , 八 上 城 
(CMS. 光秀 は 自ら 母 を 人 質 差 し 出し て 波多 野 兄弟 の 命 と い を する が , 信長 は と れ を 
E 2 人 を 克 に 処す 。 八 上 城 の 将兵 は 怒っ て 人 質 の 光秀 の 母 を 殺し , 総 攻撃 に 出る の で 
ある 。 光秀 の 面目 は 丸 つぶ れ で , これ が 後に 本 能 寺 の 変 を 引き 起 と す 一 因 に な っ た と いう 。 








31. 足利 義昭 (山城 ) 
1537 — 1597 


室町 幕府 15 代 並び に 最後 の 将軍 と な っ た の が て の 義昭 で ある 。 RRMA, 松永 久秀 , = 
HEARICREENSZL, その 凶 刃 か ら 逃 れる た め 諸 大 名 の も と を 点々 と し , 後 , 越前 の 
朝倉 家 に 身 を 寄せ た 。 な か な か 挙兵 し な い 義 景 に .。 し びれ を 切ら し た 義昭 が 次 に 目 を つけ 
た の が , 織田 信長 で ある 。 何 事 に も 迅速 を 好む 信長 は , 義昭 を 奉じ て 入 京 , 義昭 は めで た 
く 15 代 将 軍 の 座 に の し 上 が る の だ が , 信長 は , その 座 を 次 第 に 実権 の 伴わ な いも の と し , 
自ら 政権 を 堂 握 し 始め た 。 て と の 信長 の 野望 を 知っ た 義昭 は , 諸国 の 大 名 に 中 央 の 実情 を 訴 
え 反 織田 同盟 を 企む 。 

挙兵 は し た も の の , 義昭 に と っ て 信長 は と う て い か な う 相 手 で は な く , 降伏 と と に 室 
町 幕府 が 終わ り を 告げ た 。 


























= Wy じゅ ん けい や ま 


32. 筒井 WBE (大和) 


1549 ~ 1584 












大 和 国 筒井 の 城主 で 姓 は 藤原 と 称す 。 大 和 一 帯 に その 勢力 を 広げ , 松永 久秀 と は 長く 確 
執 が 続い て いた 。 明香 光秀 の と りな し に より 織田 信長 に 従軍 , 久秀 の 謀反 の 際 は , その 先 
導 を な し て 滅亡 に 追い や り , 武功 を 上 げ る 。 本 能 寺 の 変 の 後 , 頼み の 綱 を と と ど と く 失 っ 
た 光秀 は 順慶 を 頼っ た が , 彼 の 思案 は 濃く , 援軍 は 送っ て いな い 。 こ と の た め 光 秀 は , 惨敗 
を 被る こと に な る 。 36 歳 で 病没 。 

和歌 , 茶道 に 通じ た 文化 人 で , 戦場 に 赴く 愉 好 は , 猫 々 の 皮 の 緑 の つ いた 頭巾 に 金 福 の 
お 守り 袋 を 肩 か ら 斜め に 掛け て いた と いう 。 


























33. 三好 ER dk im, 河内 ) 
1522 ~ 1564 





三好 長慶 は , 家臣 の 松永 久秀 と 共 低 ,「 戦 国 の 評 雄 」 Flores jekkubnd, 
SR, 史書 に その 悪名 を 務 せ て も や む を 得 な い 行い を し て いる の で ある 。 細 川 一門 の うち 
阿波 細川 家 を 継ぐ 三好 家 生 まれ た 長慶 は , 幼い 時 分 より 家中 の 相続 争い を 眼 の あたり に 
し て きた 。 父 を も 失っ て いる 。 彼 自身 も 一 族 の 者 を 次 々 に 発 り , 13 代 将 軍 義 輝 を いた だ き , 
新 管領 に 息 の か か っ た も の を 配 し て 幣 府 の 実権 を 自分 で 掌握 し て し まう の で ある 。 が , と 
と は 戦国 乱世 , 幕府 第 一 の 実力 者 長慶 を 倒さ ん と する 者 が 現れ て も 不思議 で は な い 。 松 氷 
久秀 が こと の 役 に 当 た る 。 後 , 43 歳 に て 病没 。 好 臣 久秀 に よる 暗殺 で は な いか , と も いわ れ 
る が , 定か で は な い 。 

堺 の 町 の 財力 を バッ ク に し た て と , 貿易 関係 に 目 を つけ て いた こと が 彼 の 成功 の 一 因 と 
いえ よう 。 









































== 


ほり うち うじ ょ し 


34. 堀内 氏 善 (紀伊 


1549 — 1615 








織田 信長 に 仕え , 紀伊 2 万 石 を 与え られ て 新宮 城主 と な る 。 明 智 の 乱 に よる 山崎 の 合戦 
で は , 豊臣 秀吉 に 属し て 武功 を 上 げ , 後 7 千石 の 加増 を 受け る 。 秀 吉 軍 に よる 数 々 の 合 

人 参 陣 し , 豊臣 家 よ り 名 刀 を も 賜 わ る は ほど で あっ た が , 関ヶ原 の 戦い で 西 軍 主 力 の 崩壊 を 
聞く や 否や 熊本 に 逐 電 す 。67 歳 で 死去 。 彼 も また , 戦国 乱世 に 発 ば れ た 武将 の 1 人 で ある 。 























35. 山名 豊国 (因幡, 但馬, 美作 ) 


1548 一 1626 





清和 源氏 の 出 の 町 田 氏 を 祖 と する 。 新 田 義 絆 が 上 野 国 山名 郷 に 住ん で 山名 氏 と 称し た の 
が 始ま り 。 後 京都 に 進発 , 室 町 期 に は 細川 氏 と 共に , 管領 家 の 座 を 争っ て 応 に の 乱 を 引き 
起こ し た 張 本 家 で ある 。 

豊国 は , 茶の湯 , 連歌 。 古典 に も 通じ た 教養 人 で あっ た が , 戦国 乱世 に 出生 し た か ら に 
は , その 習い に 従わ ざる を 得 ず , 戦国 乱世 へ と 身 を 投じ る の で ある 。 上 尼子 勝久 を 支援 し , 
鳥取 城 に その 本 拠 を すえ て 因 帳 統治 を すす め , ARRAS 1 AL JE 
に 毛利 と 和睦 し て いる 。 し か し , 織田 信長 に 対抗 し た た め , 信長 中 国 攻め の 先 銚 , 羽柴 秀吉 
鳥取 城 を 包囲 され 降伏 。 豊 国 が 退去 し た 後 の 鳥取 城 で は 籠 城 を 決意 , 史上 最も 凄絶 を 極 
め た と いわ れる HR, 鳥取 城 の 攻防 が 始ま る の で ある 。 関ヶ原 の 合戦 で は 豊国 は , 徳川 
家康 に 従っ て 勝利 を 収め , BICC OMMEBICE TIL TV 2. 
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な が ws る 。 は り 


36. 別所 長治 EL) 


1554 — 1580 





赤松 氏 の 一 族 を 引き , て の 長治 で 播磨 三木 城 最 後 の 城 主 と な る 。 

長治 が 家 た 督 を 継い だ 頃 , 飛ぶ 鳥 を 落と す 勢 いで 天下 統一 に 乗り 出し た 信長 の 遠征 を , と 
と 播磨 に も 受け た 。 羽柴 秀吉 を 総 大 将 と し た 軍勢 は , 三木 城 を 包囲 し て 兵糧 攻め を 開始 , 
頼み の 毛利 勢 は 秀吉 に 阻ま れ や っ て 来 な い 。 か くし て 人 凶 死 線上 を さま よう 壮絶 な 籠 城 戦 と 
な っ た の で ある 。 人 々 は 草の根 や 木 の 度 は 勿論 , 軍馬 まで 殺し て 催 え を 凌い だ と 伝え られ 
Bo 2 年 後 , 長治 の 自刃 に よ っ て , 三木 城 は 陥落 する の で ある 。 「 も ろ び と の 命 に 代わ る 
己 れ の 身 」 と 覚悟 し て の 処置 で あっ た 。 











37. 尼子 BA ME mt 


1514 ~ 1562 











実に これ だ け の 盛衰 興亡 の 物語 を つづ っ た 戦国 大 名 は 他 に 類 を 見 な いで あろ う 。 

晴久 は , 尼子 氏政 権 衰退 期 た 出生 し た 。 尼子 氏 は , MADWMLEK ORIG SHAT 
BO, 毛利 元 就 を 味方 と し て 大 内 義興 を 攻め 備後 , 石見 に 勢力 を 張っ た 。 や が て 毛利 の 
大 内 義興 へ の 従属 と 経久 と 興 久 の 内 部 争い に より , 尼子 家 の 前 途 に 暗雲 が さ し は じ め , 
更に は 晴久 の 毛利 敗北 で 尼子 氏 の 中 国 地方 に お ける 位置 を 決定 的 に 変え た 。 政 権 喪 失 の 愛 
き 目 を 見 た の で ある 。 安芸 も 備後 も 失 な い , 幕府 より 出雲, 隠岐 な ど 8 カ 国 の 守護 を 命ぜ 
られ た が 実 の 伴わ な いも の で , 次 の 勝久 の 代 で , 尼子 氏 は 滅亡 , 以後 , 政治 の 表 に は 二 
度 と その 名 は 馳せ て いな い 。 
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三 備 : 備 前 , 備中 , 備後 ) 


1530 ~ 1582 





祖 は , 鎌倉 期 に 備前 児島 の 地頭 に 任 ぜ られ た 郷 守 と いう 。 CORN, 同国 宇喜多 に 移 
住 , と れ を 名 乗っ た 。 

名 城 岡 山城 を 築い た の は て の 直 家 で , と と を 拠点 と し , 岡山 周辺 を 従え て いく 。 つ い に 
は , 主 家 浦 上 氏 を 滅ぼし , 備前 , 美作 を も 手中 に 収め , 瀬戸 内 海 に 面 し た と の 三 備 を 勢力 
ト に 置く 戦国 大 名 に の し 上 が っ た 。 乱 世に お いて , その 変わ り 身 の 速 さ に は 定評 が あり , 信 
長 に よる 中 国 征伐 の 際 に は , 時 に は 西 の 毛利 に , 時 に は 東 の 織田 に 通じ いか に も 戦国 の 謀 
将 ら し いと と ろ で ある 。 そ の 子 秀 家 は , 豊臣 秀吉 の お めがね に か な っ て 備前 ・ 美 作 を 中 心 
に 57 万 石 の 大 名 と な っ た 。 


















































も う り も と な り 
39. 毛利 元 i 
あ き な が と いわ み 
(安芸 長門, 周防 , 石見 ) 
1497 ~ 1571 








部 山城 主 毛利 弘 元 の 2 男 と し て 生ま れ , 一 族 兄弟 を 負 毅 し た 後 , 毛利 当主 と な る 。 と の 
思い は 元 就 の 一 生涯 つい て まわ り , 臨終 の 枕元 に は 3 人 の 子 を 呼ん で , 「 三 本 の 矢 も 一 本 
ずつ 折れ ば 造作 な い が , 三 本 一 緒 と な る と 容易 に は 折れ な い 」 と 兄弟 力 を 併せ て 戦う よう 
CORLL OS. FREES, 当時 大 内 氏 と 尼子 氏 の 2 大 勢力 に 占領 され た 中 国 地方 の 
統一 を 目指 し , BROK, A Hic ik BNSC 

i ANIC EE PE TAS て の 2 子 は 後に [ERO 
lesion, 毛利 の 武 名 を 更に 高め る と と に な る 。 

AROMMONARMONEA E, dtc rol A | be 
う て と で あっ た と 言え る 。 史 上 名 癌 い , 厳 則 の 合戦 も と の 合 に も れず FAO 
ni ee JA 
に よる も の だ と いえ る 。 ECKEMEMROMTE HS CALS. 





u Odi = 


40. 十 河 + ii 


1554 ~ 1586 









WIRZESHÄRDT. +HOROREL ED, MRE MC. ip OB 
の 死 た より 阿波 が 乱れ , KERB RAO ANIOS, 織田 信長 に 救援 を 求め 
て 事 無 き を 得 , 信長 の 四国 征伐 の 折 に は その 先 録 を 務め て いる 。 本 能 寺 に て 信長 が 横 死 す 
る と 秀吉 に つき , 四国 征伐, 九州 征伐 共に その 先 選 を な し た が , 豊後 戸次 川 に て 戦死 。33 
歳 と 短い が , 波乱 の 一 生 を 終え る 。 領土 は , 讃岐 十 河 3 万 石 を 安 増 され た 。 





























ほそ か わ は る も と 南 和 


Al. 細川 晴 元 (阿波 ) 


1514 ~ 1563 





ro TRADE, 三河 国人 に 住 し た の に 始ま り , TORRE LT 
内 , 中 国 , 四国 で それ ぞ れ 押川 氏 と 名 乗る 。 晴 元 は 阿波 守護 家 を 向 流 と し た 。 

足利 義 維 と 共に 和泉 の 堺 で 管領 と な り , 堺 落 府 の 中枢 を 所 る 。 敵 対 関係 に あっ た 細川 高 
国 , 三好 元 長 を 滅ぼし て 暗 元 政権 を 確立 。 租 内 政治 に 力 を 入れ , 完全 に 政権 を 掌握 し た か 
に みえ た が , 三好 長慶 擁する 細川 氏綱 ( 高 国 の 養子 ) に 攻め Barts te KEM a 
逃れ て いる 。 BABE E, 死去 。 
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と う の みち OS い 


42 河野 通 宣 (97) 


21581 








m 
人 はやり の み と と 


艇 速 日 命 を 始祖 と する 説 が 有力 。 河 野 氏 は 代々 長宗 我 部 元 親 と 戦っ て お り , 通 宣 の 代 も 
例 に も れず , て の 侵略 を 受け た 。 更 に は 豊後 大 友 義 鑑 ・ 義 鎮 の 侵 人 , 国内 で は 家臣 達 が 反 
乱 を 起 て と す な ど , 前 途 多 難 で , 対応 策 を 講じ る うち 次 第 に 河野 氏 の 哀 亡 も 近づき つつ あっ た 。 
通 宮 が 死去 し , 通 直 の 時 代 に な る と 豊臣 秀吉 に よる 四国 征伐 が 始ま り , と れ に 対 財 , 最後 
の 抗戦 むなしく 降伏 し て いる 。 と の た め 河野 氏 の 領土 は , 秀吉 軍 の 先駆 を な し た 小早川 隆 
景 に 与え られ た の で ある 。 











& 


13. 長宗 我 部 元 親 di) 


1539~ 1599 





Pr, 


H 
te 





LORD 12 世 の 孫 に まで さかのぼる, と いわ れる 。 

元 親 は 野 の 虎 と 恐れ られ た , 長宗 我 部 国 症 の 崎 子 と し て 生ま れ た が , 「 と の 親 に し て と 
の 子 」 と は いか ず , 元 親 は 色白 で 背 ば か り 高く 「 姫 若 子 」 な ど と 噂 され て いた が , 初陣 で 
は 予想 以上 の 成果 を 収め た 。 「 姫 子 」 は 子 を 思う 父 の 巧み な 演出 だ っ た よう で ある 。 四 
国 統一 を 目指 す 元 親 は , まもなく その 念願 を 果たす が , 器 は 豊臣 秀吉 の 方 が 大 きか っ た よ 
う で ある 。 元 親 が 四国 を 平ら げ る と 同時 に , 秀吉 の 攻撃 を 受け 完敗 。 織 田 信長 が 評 し た と 
いう 「 あ れ は 鳥 な き 島 の コウ モリ 」 は まん ざら で も な いら し い 。 秀吉 に , 土佐 一 国 だ け は 
安 培 され 老齢 を 過ごし た 。 
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いち じょう か ね さだ と さき さなか むら 


44. 一 条 FRE (土佐 中 村 ) 


1543 ~ 1585 











一 条 家 は 藤原 北 家 で , 摂関 家 の 九条 道家 の 子 実 経 に よ eee れ た 。 
2 一 条 家 を 継い だ 当初 は , 長宗 我 部 氏 と 安芸 氏 の R MATA LED, 伊予 の 西園 寺 
交戦 する な ど 政 治 , 軍事 上 の 活動 を 示し た が , や が て 政治 に 飽き る と 軽薄 で 礼 を わき ま 
ee, 領国 を 追放 され て いる 。 そ の 頃 一 条 氏 は , 長宗 我 部 元 親 の 攻 
撃 を 受け る な ど , 苦境 に 立た され て いた の で ある 。 失脚 し た 兼 定 は , 大 友 宗 麟 を 頼っ て 豊 
後 , 次 に 伊予 へ 落ち て 行き まもなく 没 し て いる 。 と れ に 乗じ て 長宗 我 部 氏 は , 土佐 中 村 に 
攻め 入っ て 更に その 所 領 の 拡大 に 成功 し た 。 


45, 城井 鎮 房 (豊前 
1536-1589 





先祖 を 下野 宇都 宮 氏 の 一 族 に 持つ 。 u 

豊前 城井 館 を 拠点 と し , 黒田 如水 と 度々 兵 を 構え る が , と れ は 後に 豊臣 秀吉 より 和睦 停 
戦 の 命 を 受け て いる 。 し か し , 鎖 房 は 如水 の 謀略 に か か り , 中 津川 城 に て 誘 殺 さる 。 彼 を 
油断 させ て いた の は 、 自 分 が 如水 の 娘 を 妻 と し て いる と いう 意識 で あっ た 。 戦 国 乱 世に お 
いて は 、 こ の よう に 自分 の 娘 も また 大 切な 武器 に な り 得 る と いう わけ で ある 。 
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46. 竜 造 寺 隆信 
Gale: Sai, 筑後 , 肥前 ) 


1529 ~ 1584 





戦国 時 代 , 九州 は 4 つの 勢力 に 塗り 分 けら れ て お り , 周防 の 大 内 , 豊後 の 大 友 , 肥前 の 
竜 造 寺 a この うち , 1560 年 頃 最も 活躍 し た の が , この 
竜 造 寺 隆信 で ある 。 竜 造 寺家 は , 水 ケ 江 意 造 寺 と 村 中 竜 造 寺 に 分 か れ , 隆信 は 水 ヶ 江 家 3 
代 め の 長子 と es 「 大 器 の 素質 を は らん だ 相 」 と いわ れ た 通り 世継 ぎ と な る 。 大 内 
義隆 に 通じ た 時 期 も ある 。 PET, 大 友 宗 麟 と 敵対 し 佐賀 城 に 度々 攻撃 を 受け る が , 都 度 , 


家臣 の 針生 信 征 の 奮戦 で 危機 を 救 われ て いる 。 後 大 内 氏 と は 和睦 。 豪 持 で ちっ た わり に 
死に 様 は あっ け な く , 島津 氏 の 家臣 の 鉄砲 玉 に 倒れ た 。 享年 56 。 








Beeb を 3 りん e 
47. 大友 宗麟 (豊後) 
1530 — 1587 





SUEDE SC, KRALL MAT MMR 21 CMEC OIE DS, SUBO 
争い は と と も 避け て は 通ら ず , 流血 の 悲劇 は 免れ な か っ た 。 異 母 弟 到 明 の 守 役 が 大 友 家 の 
重臣 を 殺し , 重臣 達 は 主人 と その 愛 要 を 殺し …。 と うし て , 大 友 家 を 継い だ 宗麟 は , 九州 
の 北部 中 部 の 殆ど を 手 に 入れ , 更に は , MEER, 南 の 島津 氏 を 討伐 すべ く 両氏 と 攻 
防 を 重ね る 。 LOL, いずれ も 決定 的 な 戦果 は 得 ら れず , 宗 鹿 の 名 を 武将 と し て 高め た だ 
け に すぎ な か っ た 。 

大 友 宗 麟 と いえ ば 忘れ て は な ら な い の が , キリ シタ ン と の 関係 で , 自ら も 洗礼 を 受け キリ 
シタ ン 保護 者 と な っ た 。 が, 信仰 心 た よる も の で は な く , 西洋 の 武器 を 入手 する と いう 邪 
悪 な 思惑 に よる も の だ と いわ れる 。 58 歳 で 没 す 。 
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あ 5 ひ 
48. Hg er CIE 





阿 棚 山頂 の 噴火 口 を 神霊 と し , 阿 菊 社 を 創設 し た 阿 菊 一 族 は , 奈良 時 代 か ら の 名 家 。 南 
北朝 時 代 に は , 北条 氏 を 倒す 程 の 勢力 を 持っ た が , AA, REIF UA A EMO O 


まま に 動か され る 程 , その 勢力 は 後退 する 。 更 に は 島津 氏 の 圧力 を 受け , 








と れ に 降伏 。 試 


練 は 重なっ て , 豊臣 秀吉 の 支配 を も 受け る な どか つて の 栄華 は 見 る 影 も な く , 後 は 阿蘇 神 





社 神主 と し て の 地位 を 保持 する に 過ぎ な か っ た 。 


¿> よし すけ ひゅうが 
49. 伊東 義 祐 (日向) 
1512~ 1584 





藤原 南 家 の 血 を 引く 木工 頭 と し て 発し , 伊東 庄 に 住む 。 と の うち の 一 家 が 日 向 系 伊東 氏 
A A SS か ね 
A SS ST CICS. 六 


HOT, 大 友 宗麟 と 連合 し , 島津 義久 と 戦う が 破れ , その 後 は 豊臣 
いる 。 





臣 秀吉 に 仕え て 


た か ひ 


50. 島津 BA dm, Alm 


1514 — 1571 





戦国 島津 氏 は , 伊集院 一 宇治 城 より 鹿児島 内 城 に 移り , 約 38 年 間 , 豊臣 政権 に 組み 敷 か 
れる まで 戦国 大 名 と し て 華々 し い 活 躍 を 遂げ た 。 

南 九州 の 形 者 か ら 九 州 の 形 者 に 至る まで は 容易 な 道のり で は な く , 貴久 も 父 と 共に 一 族 
の 攻撃 を 受け 清水 城 よ り 追 われ て いる 。 後 , 南 薩摩 を 固め る と と に 専念 鹿児島 城内 を 根 
城 に 実力 を 発揮 , 大 隅 半 島 の 各氏 を 攻略 し て 薩 ・ 隅 ・ 日 の 統一 を 着実 に 進め て いっ た 。 そ 
の 子 義久 は 器 が 大 きく , 九州 を 制圧 し た 後 , 豊臣 秀吉 , 徳川 家康 の も と で 戦国 大 名 か ら 
近世 大 名 へ の 発展 を 可能 に し た 。 
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永 禄 11 
氷 禄 12 
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ne 年 号 事 項 

1534 | xx 3 lin, MERO E LR 
る 。 MR Lio 

1537 | xx 6 HEE, 誕生 。 

1542 | 天文 11 徳川 家 康 , 誕生 。 

1546 | 天 文 15 FM, MBSE BIS. 

1547 天 文 16 三河 の 吉良 大 浜 ヒ 初陣 を 遂げ る 。 

1548 天 文 1 2%, SORES CMTS. 信長 , Koi 

AA 解 と 政略 結婚 。 

1551 | 天文 20 父 信秀 , 病没 。 信 長 が 跡 を 継ぐ 。 

1558 | 天文 2 後見 役 , PEO. ERowellnr LOL MR 


され る 。 HiME ORES CAR. 道 三 は その 器量 に 


| 舌 を 巻い た 。 


織田 彦 石 郎 を 討ち , 一 族 を 討伐 。 尾 張 統一 を すす め る 。 
ait 
WTA sk, 


| 斉藤 道 三 . 子 義重 と 戦っ て 長良 川 に て 討死 。 


テラ ミン 


尾張 平定 の 為 に , E EMIR 
上 洛 し , HEMNES De imo 昌信 安 を 
倒し , は ば 尾 張 を 平ら げ る 。 





























が わ よ し も と 


| on. Ai 2755 TOS MAI EN. 
| FBO DNS, BBA, 斉藤 義 間 と 戦 


う 。 

徳川 家康 と 同盟 を 結ぶ 。 

ie Mitten... Ey 

ihe, SRO PSHM. 小牧 山城 へ 移る 。 
いち あさ い な が まさ 

sie UR, BERS. 


た け だ し 


RAG LOF BRL BLOWN. 

mE, RAR. 

和信 出城 落とし, KRONE SEN, ARETE 
山 へ 移し , kuss. BBE Es. 

将軍 義昭 を 閑 じ て 入 京 。 北 伊勢 平定 。 関 所 の 撤廃 。 
Eon. PES Eo 

DA, BE + AURA BIE 


いし ゃ まほ ん が ん っ か くし ょ う て い 


る 。 EIA, AB RMR. 
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FORA 
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天正 11 


天正 13 


天正 15 


| 天正 18 


い を な が し ま いっ ん えん りや くじ 


PREBO Ae oR, AS MES A Ic 
する 。 
FMAM ICH th REDE 5. 武田 信玄 , 三方 
plc BRE. 
E 義昭 を 追放 。 家 町 
幕府 が 滅亡 する 。 RABEN ‚NA Cie 
井 長 政 両氏 を 滅ぼす 。 
伊勢 長島 の 一 向 一 接 を 大 趣 条 。 
長 穴 の 合戦 。 武 田 勝頼 の 軍勢 を 破る 。 鉄砲 隊 を 巧み に 利 
用 し た 信長 ・ 家 康 連 合 軍 の 圧勝 終わ っ た 。 越 前 の 一 向 
一 接 平 定 。 本 願 寺 と 和睦 。 
安平 城 築城 。 岐阜 より 移る 。 と の 年 4 月 より , 5 年 間 に 及 
ぶ 石 山本 願 寺 と の 戦い の 火 ぶ た が 切っ て 落と され た 。 
HAMMER Roi. 安土 城下 の 楽市 楽座 松永 久 
秀征 備 。 
上 艇 謙信 没 。 安 土 城 天守 間 完 成 。 
指 益 三木 城 の 別所 長治 自刃 。 石 山本 願 寺 が 降伏 し , と れ 
を 焼き 払う (石山 合戦 2。 措 出 検地 の 施行 。 
富野 聖 の 目 殺 。 キ リス ト 教 及び その 宮 教 師 を 保護 , Mär 
学校 を 建て る 。 
木曽 義昌 の 先導 に より 天目 山 (に て 武田 氏 を 滅ぼす 。 勝 頼 
自刃 。 家 康 が 安土 に の ぼる 。 中 国 出陣 を 決定 6 月 , 本 
eh, 明 特 光秀 の 刃 に 倒れ る 。 享年 49 歳 。 子 信忠 も 
二条 城 で 討死 。 秀吉 , 直ちに 毛 利和 を 結び 姫路 へ 戻る 。 
11 日 後 , 山崎 の 戦い で 光秀 , 秀吉 に 破れ , 世に いう 三 日 
天下 と な る 。 清 麗 会 議 。 秀 吉 と 柴田 勝家 の 対立 。 
kom. Ae, 信長 の 忠臣 勝家 を 滅ぼす 。 前田 利 
Hower, 北陸 平定 。 

se, BRETTEN, 越 中 平 定 の 完了 。 後 , 
四国 に 達 征 , ERES. 
RE, IMPORT. ROM 
小田 原 の 北 条 氏政 と 豊臣 秀吉 の 戦い (小田 原 合戦)。 秀吉 , 
関東 を 従え , 文字 どおり その 記 権 を 確立 する 。 
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ARAN 心 
ANSÄQS 
REIF 


プロ ロー グ 


福井 市 街 を 出 た パス は , お よそ 1 時 間 で 一 本谷 川沿 い の 美濃 街道 に 深く 分 け 入 り , や が 
て 一 乗 谷 の ささ や か な 集落 に 着く 。 い ま は 山間 の 平凡 な 村 に すぎ な い が 。 と と は か つて 
Ser eRe 中 の 館 を 中 心 (に, 多く の 武家 屋敷 が 立ち 並び , 朝倉 一 族 が 栄華 を 誇っ た 歴史 
的 由緒 の ある 土地 だ 。 戦 国 時 代 の 越前 一 乗合 と いえ ば , 小 京都 と 呼ば れ て , 貴族 的 文化 
が は な や か に 咲き 匂う 地方 都市 と し て て 知ら れ て いた 。 こ こと に は , 一 時 , の ち に 最後 の 足利 
将軍 と な る 足利 義昭 も 義景 を 頼っ て 身 を 寄せ た と と が あり 。 RICO CRE HT ke 
(OSO) PICS MOUMERS, この 狭い 城下 に 浪 々 の 身 を ひそ め , 天下 の 形 

勢 を うか が っ て いた の で ある 。 

「 彼 ら が 吸っ た の と 同じ 風 を , 私 も いま 呼吸 し て いる の だ な 」 EL, 歴史 の ロマ ン に ひ た り 
な が ら , 筆者 は , この 滅び て し まっ た 栄華 の 跡 を 歩き 回 っ た 。 こ と し (1986 年 ) 1 AHA 
の と と で ある 。 歴史 の 舞台 と な っ た 土地 を 歩く の が 好き で , カメ ラ と 文庫 判 の 歴史 小説 を 
た ず さ え て 史跡 を 訪ね る の を 楽し み と す る 筆者 は , て て 数 年 の あい だ に , その 大 半 を 回 り 
終え た が , 一 乗 谷 を 訪れ る の は 初め て で ある 。 7 

名 勝 に 指定 され て いる , ぜいたく を きわ め た 庭園 が , わずか に 往時 を 便 ば せる と 案内 書 
に は 書か の れ て いた が , と と し の 大 雪 は , それ も と れ も す べ て の も の を 被 い つく し , あたり 
は ひたすら 寂し く , 雪 風 が ヒュ ウ と 吹い た 。 











一乗 谷 朝倉 館 跡 


な に も な い 。 こ こと に は 朝倉 の 繁栄 を 便 ば せる も の は な に も な い 。 た だ , 朝倉 館 の 跡地 に 
後 年 , 豊 四 秀吉 が 朝倉 氏 の 供養 の た め に , RARA O EL ca O 

に ひっ そり と 立っ て いる ば か り だ 。 白 一 色 の まばゆい よう な 廃 尋 の な か で , その くす ん だ 
a EDI, か すか に 朝倉 の か つて の 隆盛 を か いま 見 させ て くれ る の で あっ た 。 

そう だ 。 こ と こと は 天正 元 年 (1573 ), 天下 統一 を めざす 織田 信長 に よっ て 滅 ぽ され て し まっ 
た の だ っ た 。 城郭 や 神社 仏閣 を 焼く 火 は , 3 日 に わた っ て 燃え 続け た と いう 。 雪 の な か に た た 








35 


ずん で 朝倉 氏 の 滅亡 の 日 の 思い を めぐ ら せ て いる うち に , あたり を し だ だ い に 開 が 包み は じ 
め , 風 が 強まり , 雪が 激しく な っ て きた 。 福井 の 宿 に 帰っ て , 名 産 の 越前 盤 で も むし りな 
BD, あら た め て , 信長 の 回 者 へ の 波乱 の 生涯 を た ど りな お し て みよ う 。 

そう いえ ば , も と も と 織田 家 は , その 遠い 先祖 が 福井 の 近く か ら 出 て , 尾張 に 住み 着い 
た の で は な か っ た か ? 


尾張 の ウッ ケ 者 


室町 時 代 の 尾張 ・ 越 前 の 守護 職 は 白波 氏 で ある 。 そ の 守護 代 が 弧 田 氏 で , 織田 の 家 は 2 
系 統 に 分 か れ て いた 。 そ の 一 方 の 消 洲 の 織田 大 和 守 の 系 統 の 三 老 臣 を , 消 洲 三 奉行 と 呼ん 
だ 。 三 奉行 の ひと つが 信長 の 生ま れ た 家系 で ある 。 父 は 備後 守 信 家 。 彼 は 。 現在 の 愛知 県 
津島 を 根拠 地 と し た 。 津島 は , 当時 , 尾張 有数 の 商業 港 で , PARDO RE LIRA 
て いた 。 そ の 豊か な 経済 的 基盤 が , 織田 氏 の 繁栄 を 支え た と 思わ れる 。 

し だ い に 明 ら か に な っ て くる は ず だ が , 信長 は , その 生涯 を 通じ て , た だ 領土 的 野心 だ 
け で 他国 を 攻め 盗 っ た と は 考え られ な い 。 こ の 時 期 に 発展 し て くる 商業 経済 C 目 を つけ 
経済 的 利益 の 追求 の た め に 兵 を 動か し た と 思え る 点 も 多い 。 歴 史学 者 の 鈴木 良 一 氏 な ど は , 
織田 信長 を 経済 人 と し て 見 る 視点 を 強調 し て お られ る ほど だ 。 そ の 素地 は , おそ らく 彼 の 
生ま れ た 環境 と 無縁 で は ある まい 。 

信長 は , 天文 3 年 (1534 )3 月 , 信秀 の 3 男 と し て 放 古 野 (現在 の 名 古屋 城 で 生ま れ 
た 。 幼名 dilo 信長 は 生涯 を その カン の 強い 激しい 性 で 押し 流 っ て ゆく が , 赤ん坊 
の ころ か ら す で に その 馬 鯉 を 見 せ て お り , 乳母 の 乳首 を 噛み 破っ て し まう の で , 乳母 が 何 
人 も 交替 し た ほど で あっ た と いう 。 

信長 の 少年 時 代 は , 父 の 信秀 が 。 や が て 信長 に 滅ぼさ れる , 親子 二 ARO Fie, Kos 
川 義元 や , 美濃 の 斎藤 道 三 と 激しく 争っ て いた 。 戦 雲 た だ よう 中 13 歳 で 元 服 , 三郎 信長 
を 名 の る 。 翌年, SAARI. 後見 役 は 守り 役 の 平手 政秀 で あっ た 。 

それ に し て も , 尾 湖 の 若 殿 信長 の 相 暴 な 奇行 は 目 に あま る も の が あっ た 。 腰 に 朱色 の 大 
刀 を ぶっ こみ , 髪 も 衣服 も くず れ , 道 を 歩き な が ら も の を 食らい , 女 を か ら か い , その た 
め , 尾張 の ウッ ケ 者 と 陰口 され る 始末 だ 。 し か し , 武術 の 鍛練 だ け は 怠ら な か っ た 。 

天文 17 年 (1548 ) 信秀 と 斎藤 道 三 の あ い だ で 講和 が 成立 し , 翌年 , BRIS 
DIA, HEE RIDA Do HI AMOR LOLKFBHT, BREBROR 
に と 画策 し た の も , 彼 で あろ う 。 信 長 16 歳 , お 渡 10 歳 。 典型 的 な 政略 結婚 で ある 。 

天文 20 (1551), 信長 18 歳 の 年 , 父 の 信秀 が 病気 で 死ぬ 。 父 の 発 儀 の と き の 信長 の 
振る 舞い も , ウツ ッ ケ 者 の あだ名 どおり , ひど いも の で あっ た 。 時 間 に 遅 れ て , 例 の と お り 
の 異様 な 格好 で 式場 に 現れ た 彼 は , 父 の 霊 前 に 足音 も 高く 進み 出 て , 採 半 を 手づかみ に し 
て 父 の い は い に は っ し と 投げ つけ た の で ある 。 こ の 行為 は , ほん と うに 信長 が ウ ツケ だ っ 
た か ら だ と も , 父 へ の 彼ら し い 精 一 杯 の 愛情 の 表現 だ っ た と も , 近 国 在 其 < EHO GH 
だ っ た と も , 見 方 は まち まち で ある 。 信長 の 秘書 だ どっ た 太田 牛 一 の 『 信 長 公記 』 と いう 書 
物 が あり , 本 稿 も それ に よる と てろ が 多い が , その な か に , これ を 目撃 し た 旅 の 僧 呂 が 
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(SNCS, 乱世 に 国 を 保つ お ひと じゃ 」 と つぶ や いた と いう 話 が 書か れ て いる 。 し か し 
守り 役 の 平手 政秀 の 目 に は そう は 映ら な か っ た の か , KATHE LES LMAO TLE 
う (天文 22 年 ) 。 だ が , それ に よっ て 信長 の 素行 が 改まっ た 形跡 は な い 。 

父 の 死に よっ て , 信長 は 2 ADRES LBW TRAM LI 

信長 の 才能 を いち は や く 見 抜い た の は , OLA, し ゅ うと の 齋藤 道 三 で あっ た 。 道 三 は 
娘 既 の 信長 の 器量 を た し か め る た め に , 信長 と の 会 見 を 申し 入れ て きた 。 会 見 の 場所 に 向 
か う 信 長 は 例 の 異様 な 次 で ある 。 供 の も の に は 長い 檎 500 A, 鉄砲 500 TA DOM. 
物陰 か ら て の 様子 を 盗み 見 た 斎藤 道 三 は , 槍 の 長 さと 鉄砲 の 数 の 多 さ に や や 不愉快 そう な 
顔つき を 見 せ た が ,「 噂 どおり の ウッ ケ ぶ な り よ 」 と , 自国 美濃 の 安泰 の た め K 安 心 し た よう 
な 表情 を あら わし た 。 さ て , 会 見 の た め に 設け られ た 部 屋 に 通っ て みる と , 信長 は , A 
な お し , 衣服 も 改め , 堂々 た る 若 殿 な だり で あっ た 。 道 三 は , 「 残 念 な が ら , わし の 息子 共 は 
あの ウッ ケ 者 の 門外 に 馬 を つなぐ と と に な る だ ろう 」 と いっ た 。 門外 に 馬 を つなぐ と いう 
の は , 家 来 に な る と いう 意味 で ある 。 彼 の 予言 は の ち に 的 中 し た 。 

と と で 注意 し て お か な けれ ば な ら な い の は , 信長 が すでに 500 丁 も の 鉄砲 を 貯え て いた 
と と で ある 。 旧式 の 戦術 に あき た ら ず , | 新しい 戦法 を 工夫 し よう と し て ゆく 彼 の アイ ディ 
ア 豊 か な 斬新 さ は , DOSER CORMBRL ORB RENT 発揮 され る の で ある 。 

と の と ころ, 織田 家 で は 血 で 血 を 洗う 複雑 な 内 部 紛争 が つづ き , 信長 は 清洲 城 を 乗っ 取っ 
た り , 弟 の 信行 を 謀殺 し た り し て いる が , これ も 尾張 平定 の た め の や む ZEHN VMRET 
あっ た 。 し か し 一 方 で は , 尾張 平野 の 農村 地帯 の 進歩 に 対応 する た め に , 各所 に 堤防 を つ 
くり , 治水 に 心がけ , 領民 の 生産 条件 を 整備 する と と も お と た ら な か っ た 。 彼 が 単なる 乱 
暴 者 で は な か っ た と と が わか る 。 

近 国 の 情勢 は 。 ie 
三 が 義男 の 義 龍 と 戦っ て 敗 死 し た た め , 従来 か ら の 両家 の 友好 同盟 関係 が 崩れ , 一 触 即 
の 危機 を は らん で いた 。 駿 河 に は 今川 義元 が あっ て , 上 洛 の 機会 を ね ら っ て いる 。 








き し ゆ う お け は ざま 
2500 > Abe 

筆者 は , か つて 清洲 城跡 か ら 熱 田神 宮 を へ て 桶 狭 間 ま で の 道 を 車 で 走っ て みた と と が あ 
る 。 と の 道 は , 永 禄 3 年 (1560 ) , 織田 信長 が 「 天 下 布 武 」 へ の 第 一 歩 と し て , 今川 義元 
と の 一 戦 に の ぞ む た め に , 桶 狭 間 に 向 か っ て 馬 を 駆け させ た 道 で ある 。 交通 渋滞 で , 筆者 
は な か な か 目的 地 に 着け な か っ た が , 当時 は , 馬 で 駆け れ ば そう 困難 な みち の り で は な 
か っ た は ず で ある 。 距離 に し て 約 10 キロ 。 

今川 義元 は , 足利 将軍 家 に 血 が つなが る 名 門 で ある 。 戦国 動乱 の この 時 代 , 彼 も また , 京 
に 駆け の ぼっ て 天下 に 号令 する 野心 に 燃え て いた の は も ちろ ん で ある 。 そ の 時 , 障害 と な 
る の は , 途上 に 立ち 仁 が っ て いる 織田 で ある 。 尾 張 を 駆け 抜け , 織田 を 一 ー 蹴 する 意気 込み 
で 今川 義元 が 兵 を 動か し 始め た の は , その 年 5 月 , 梅雨 の さなか で ある 。 兵力 は お よそ 2 
万 5 千 。 

織田 信長 に も 誇り と いう も の が あっ た 。 む ざ む ざ 駿河 の 軍勢 に 尾張 の 地 を 踏ま は せる わけ 
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こと は いか な い の で Ba が , 今川 義元 の 諸 隊 
sen 進軍 を つづ けつ つ 
あっ た 。 

織田 方 で 動員 で きる 兵力 は 2 千 に すぎ な い 。 
正面 か ら の 適 遇 戦 に な れ ば ひと た まり も あ 
る まい 。 屈 服 す る か 立っ て 戦う か , MA A 
ich, 決断 の 時 で あっ た 。 清洲 城内 で は , 重 
臣 を 集め て 評定 が 開か れ た 。 籠 城 説 が 有力 
上 だ っ た 。 し か し , 信長 の 決心 は すでに 決ま っ 
て いた 。 

ZU! で ある 。 

その 夜 , が ば と 跳ね 起き た 信長 は , TAM 

五 十 年 ， 下 天 四 内 在 《 らぶ れ ば , 夢 まぼろし 
の ご ど と く な り 。 ひ と た び 生 を 得 て , 滅 せ ぬ 者 
の ある べき か 」 

と 舞い お さめ て , 

RR 7 DUO] 

清州 城 か ら 桶 狭 間 方 面 を うか が う 、 出 陣 直 わずか 数 騎 で 城 を 飛び 出し て 行っ た 。 

前 の 信長 像 (清洲 城 吐 ) 途中 , 熱田 神宮 に 立ち 寄る 。 古 い 秩序 を 否 
EL, 合理 精神 の か た まり の よう な 織田 信長 も , この 時 ば か り は 神仏 に すがる よう な 気持 
ち だ っ た の か , 神前 で 戦勝 を 祈願 し て いる 。 そ の ころ に は , 部 下 も 追い つい て きた 
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義元 は 田 Eher 本 陣 を 置き , 部 下 に 昼食 を 取ら せ て いた 。 狭間 と いう の は 細い 谷間 の 
よう な 地形 で ある — , 縦 に 細く 長い 列 を な し て 座り と むし か な く , 無防備 な 状 


+ 
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っ い 横 腹 を 突 か hn より ひと た まり も ある まい 。 

折 か ら の 梅雨 どき 特 
有 の 激しい 雨 と いい , 
織田 方 を な めき っ た 義 
元 の 油断 と いい , 戦 の 
神 は て の 時 , 信長 に 味 
方 し た 。 

「 今 で ! か か れ ッ 
も に REN 


態 で 飯 を 食っ て いた 。 


FACE aS BN 


ARM LARA 
方 の 服部 小平 太 が 義元 
に 一 番 檎 を つけ , RU 





現在 の 桶 狭 間 (田楽 狭間 ) HRS 
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ろ ぐ と と ろ へ 毛利 新 介 が 襲い か か り , 首 を は 
ね た 。 あ っ け な い 最期 で も っ た 。 

て の 合戦 で の 今川 方 の 戦死 者 は お よそ 3 千 。 B 
この 日 以後 今川 家 は つい に 歴史 の 表面 で 再 O 
起す る と と は で き な か っ た 。 

戦 に 勝っ た 信 i 謝 の 気持 ち を と め て 
熱田 神宮 に 築地 堀 を 寄進 し た 。 そ れ は いま も 
信長 需 の 名 で 境内 に 残っ て いる 。 

天 運 も あっ た 。 周到 な 情報 収集 と 信 
い 決 断 も あっ た 。 乱世 の 英雄 , 信長 の 「 光 
ある 第 一 歩 は と の よう に し て 踏み 出さ れ た の 
で あっ た 。 

当時 , 松平 元 康 (の ちの 徳川 家康 ) は 今川 县 
家 の 人 質 と し て 囚われ て いた が , 彼 は , TON 
時 , 今川 の 支配 を 脱し 岡崎 城 に 帰っ て 独立 , 
徳川 家 の 基礎 を 開く あし が か り を つか む 。 





















孫子 の 兵法 」 に いう 。「 遠 い 国 と は 交わ り 
近い 国 は 攻め よ 」 と 。 

と の 時 期 の 織田 信長 は , 積極 的 に と れ を 実 
践 し た 。 ま ず , 今川 か ら 自立 し た ば か り の 徳 
川 家康 と , BERRORTFIENRI HASTE 
を 条件 に 清洲 で 同盟 を 結ぶ ( 永 禄 5 年 2。 ちな 
み に と の 同盟 は , 戦国 乱世 に は めずらし く , 
破 約 さ れる と と も な く 有 効 に 機能 し , 織田 信 
長 の 死 ま で 続い た 。 

さら に , 近江 の 浅井 長政 と も 盟約 を 交わ す 。 
ei 織田 信長 は 妹 の お 市 を 浅井 長政 に 辺 

Bik. EE, 有名 な 政略 結婚 で , や が て お 
es 
が 歴史 を いろ どる 。 

PROBE 信玄 や 越後 の 上 杉 謙信 と も 同盟 



































BOR, 小牧 山 に 城 


を 築い て , 信長 は , つい に 
美濃 攻め に か か る の で ある 。 





F の 義 龍 に 殺さ 
れ , その 義 龍 も 病気 で 死ん 
だ あと , 義 龍 の 子 の 龍 興 が 
支配 し て いた 。 

美濃 に は , 美濃 三 人 衆 と 





よ ば れる 重臣 が いた が , 彼 
ら は , 木下 藤吉 郎 や 





の 無能 に 愛想 を つか し て い 
た と も いう 。 
と の ころ よう や く 頭 角 を 
現し て くる 木下 藤吉 郎 が , 
濃 総 攻撃 の た め の 
重要 な 拠点 と な る 和 砦 を 築い 
て いる 。 て これ は , 織田 の 重 
臣 ・ 柴 田 勝 家 さ えな し 得 な 
か っ た 難 工 事 っ た が 
彼 は 昔 な じ み の 蜂 須賀 小 六 
の ひき いる 土豪 の 一 党 を 動 
家康 が 生ま れ 、 その 居城 に も な っ た 岡崎 城 遠景 員 し て , あっ と いう 間 に 完 
成 さ せ た 。 世に いう 黒 俣 一 























夜 城 で ある 。 

こう し て 分 な 準備 を と と の えた うえ で , 信長 は 一 気 に 天然 の 要害 ・ 稲 葉山 城 に と も る 
能 興 を 追放 し (越前 朝倉 に 逃げ た )。 美濃 奏 取 に 成功 し た の で あっ た 。 と の 時 , と の 地 を 
岐阜 と いう 名 に 改め た 。 有名 な 『 天 下 布 武 』 の 印章 は この と ろか ら 使 われ 始め る 。 


流浪 将軍 ・ 足 利 





と の こと る, 足利 BAER, 松永 久秀 ら に よっ て 殺さ れる と いう 前 代 未 聞 の 事件 が 
起き た 。 い か に 下 熟 上 の 時 代 と は いい な が ら , 現職 の 将軍 が 臣下 に 討た れる な ど と いう と と 
は あり 得る で べき こと と で は な く , 将軍 家 の 権威 が まっ た く 地 に 落ち て し まっ て いた て と の 証拠 
CHS. それでも, や は り 将 軍 の 地位 は 魅力 の ある も の な の か , ERROR CARERS 
乗 院 に あっ た 覚 慶 (の ちの 足利 義昭 ) は , E: SEONERLILLO, 細川 藤 孝 ら に 助 
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けら れ て 寺 を 脱出 , 将軍 職 就任 へ 向け て さま ざま 策謀 を と らし は じ め て いた 。 

ARUBA, 初め 越前 一 乗 谷 の 朝倉 義景 の も と に 身 を 寄せ て , 上 杉 謙信 や 武田 信玄 に 上 
洛 の 援助 を する よう 胃 請 する が , 両者 と も に 動か ず , また , 当 の 朝倉 さえ 腰 を 上 げ よ うと 
し な い 。 それぞれ に 動く に 動け な い 領国 の 事情 と いう も の が ある の だ 。 

が , 信長 に と っ て は , 義昭 は また と な い 権 威 ゴ け の た め の 切 り 札 で あっ た 。 だ 足利 将軍 家 
の 正統 を 押し 立て て 京 に 旗 を 進め る と な れ ば , 信長 の 大 義 名 分 が 立つ と いう も の で ある 。 
信長 は , 足利 義昭 へ の 援助 を 快諾 する 。 

永 禄 11 年 (1568), 7 月 27 日 , 信長 と 足利 義昭 , 美濃 で 会 見 。 

9 月 26 日 , 信長 , 義明 を 奉じ て 京 に 入る 。 

10 月 18 日 , 義昭 , 待望 の 征夷 大 将軍 に 任命 。 

て の 急 テ ン ポ で 進む 事態 の 進展 を 見 る と , そ と に は 信長 の な みな みな ら ぬ 工作 と 後押し 
が あっ た と と が うか が われ る 。 BR, 義昭 は , 信長 の 勲功 に よほど 感激 し た の か , 信長 を 
「 御 父 ] と 呼び , 足利 尊氏 が 朝廷 か ら 拝 領 し た , 由緒 の ある 「 桐 」 の 紋 を 彼 に 与え て いる 。 よ 
く , 織田 家 の 紋 は 桐 で は な い の で は な いか と いう 質問 を 受け る が , 実は に し うい う 事 情 が あ 
る わけ で , 没後 1 年 め に 描か れ , 信長 の 肖像 と し て 最も 信頼 で きる と いわ れる 愛知 県 豊田 
市 の 長興 寺 所 蔵 の 画像 に は , は っ きり と 桐 の 紋 が 描か れ て いる て と を , 念 の た め 書 き 添 え 
て お く 。 (戦国 武将 列伝 表紙 参照 ) 

TOR, 足利 義昭 は , 信長 に 副将 軍 に 就任 する よう 要請 し た が , 信長 は これ を 辞退 する 
か わり に , 商業 経済 ・ 物 品 流通 の 中 心地 で ある 堺 ・ 大 津 ・ 草 津 に 代官 を 置か のせ て ほし いと 
頼み , 許さ れ て いる 。 信長 は , と れ ら の 地 の 持 つ 経 済 的 な 利点 に 目 を つけ , 名 を 捨て て 実 
を 取っ た の で あっ た 。 経済 人 信長 の 目 の 鋭さ で あろ う 。 さ ら に 。 自由 な 往来 を 保証 し て 商 
業 活 動 を 活発 に させ る た め , Mel, Tr zer 言 する な ど , 着 々 と 経済 人 と 
し て の 政策 も 押し 進め て いっ た 。 

足利 義昭 の た め に 二条城 を 建て て や る な ど サ ービス に も つと め た が , 信長 に と っ て 義明 
な ど は し ょ せん 操り 人 形 に すぎ な い 。 2 人 の 一 見 親密 な 関係 も その あたり まで で , や が て 
2 人 は 血みどろ の 戦い を 演ずる こと に な り , 足利 義昭 は あちら の 大 名 こち ら の 大 名 と 放浪 
の 後半 生 を 送る 羽目 に な り , 流浪 将軍 な ど と も いわ れる 。 

この 前 後 , 信長 の 天下 制 毅 へ の 戦い は , 主として 越前 の 朝倉 , 近江 の 浅井 と の 血 戦 に 費 
や され る 。 

足利 義昭 を 将軍 に し て や っ た 信長 は ,「 天 下 は 今 の と と ろ 静 か に 治まっ て いる 」 と 自信 の 
ほど を 見 せ , 諸 大 名 に た いし て , 京 に 上 っ て くる よう うな が し た 。 自 分 の 勢 威 を 天下 に 
誇っ て 見 せ た い 気持 ちち も あ っ た ろう 。 

だ が , 再三 の 催促 に 対し て も , 朝倉 義景 は 一 向 に 応じ よう と せ ず , 黙 殺し た 。 彼 に は 「 な 
AD, 成り 上 が り も の の 織田 ご と き に 」 と いう 思い 上 が り が 強い 。 そ れ の みか , LIPS 
信長 が 自分 を カイ ライ と し て し か 見 て いな いこ と と に 気づい た 足利 義昭 と 裏 で 結ん で , と か 
く 反 抗 的 な 態度 を 取る 。 信長 は つい に 朝倉 討伐 の 軍 を 起 と し , 越前 へ 向かっ て 進発 し た 。 

LOW, 信長 の まっ た く 予 想 も し な か っ た て と が 起 と っ た 。 洲 井 長 政 の 信長 へ の 離反 で 
ある 。 信長 に すれ ば , 妹 の お 市 まで 与え て 結束 を 固め て あっ た は ず の 浅井 長政 が 背く な ど , 
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想像 も で き な か っ た か も 知れ な い 。 

し か し , 浅井 長政 は , 血 の 緑 より も , 武将 と し て の 信義 を 重んじ た も の の よう だ 。 浅井 
氏 は , 古く か ら 朝 倉 氏 の 援助 を 受け て 発展 し て きた 恩義 が あり , また , 信長 と 同盟 し た 時 
に は , も し 信長 が 朝倉 を 攻撃 する よう な 場合 は , 事前 に 浅井 [長政 の 了解 を 得 な けれ ( ば な ら 
な いと いう 一 条 が あっ た 。 長政 と すれ ば , 信長 の 越前 侵攻 | は 違約 で あり , 背信 行為 で は な 
いか と いう わけ で あろ う 。 os 

越前 の 地 に いて , 背後 の 近江 で 浅井 に 蜂起 され て は , た ち ま ち 退 路 を 断 た れる と と に 
な る 。 信長 は , 一 目 散 に 京 へ 逃げ 帰る 。 と の 撤退 作戦 の と き , MERLIN a 
つと め た の が , 木下 藤吉 郎 の 部 隊 。 
Bi 元 多 元 年 (1570 ) 5 月 , 軍勢 を 立て 直し た 信長 は , 同盟 者 の 徳川 家康 の 援軍 を 得 て , 近 
江 へ 出撃 し て いっ た 。 織田 ・ 徳 川 連合 軍 3 万 4 千 , 浅井 ・ 朝 倉 連合 軍 1 万 8 千 が , 姉川 を 
は さん で 向き 合っ た 。 世に 言う 「 姉 川 の 合戦 」 だ 。 6 月 28 日 , 午前 5 時 に 始ま っ た 激戦 は 午後 
2 時 に まで お よび , ます 朝倉 軍 が 徳川 家康 軍 に 敗れ て 退却 を 始め , つい で 浅井 軍 が 総 月 れ 
と な る 。 


























姉川 戦死 者 の 供養 碑 。 姉 川 古戦場 も 今 は 静か な 田園 地帯 








背後 に か すむ の は 、 伊 吹 山 。 

WE, 姉川 の ほとり に 立っ て みる と , 東 に 伊吹 山 や 関ヶ原 を の ぞ む と の 辺り , 静か な 田 
園 風景 を 見 せ て くれ る ば か り だ が , 両 軍 の 死者 は 合わ せ て 2,500 A, 血 原 な ど と いう 地名 
も 残り , 戦没 者 を と むら う 巨 大 な 石碑 が , 往時 を 物語 っ て いる 。 

信長 は , 敢えて 深追い せ ず , 長政 の こも る 小谷 城 を の ぞ む 虎 御 前 山 砦 と 横山 城 に 木下 藤 
吉郎 を 残し て , いっ た ん 岐阜 に 引き 上 げた 。 

と と ろ で , 信長 は , 宗教 と いう も の に 対し て ひど く 冷 湾 で あっ た 。 と いう より , むし ろ 
と れ を 憎ん で いた 。 そ れ は , ひと つ に は , 偶像 を 破壊 し , 因 習 を 打破 し よう と する 彼 の 近 
代 的 と さえ 言え る 合理 主義 精神 の せい で も ある が , ひと つ に は , 彼 が その 全国 制覇 の 過程 
で , 宗教 の (と くに 仏教 の ) 教団 に よっ て し ば し ば 悩ま され た と と が 挙げ られ よう 。 彼 は , 
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その 後 も 長く 石山 本 順 寺 や 伊勢 胡 島 の 一 向 一 控 と 戦い つづ け な け れ ば な ら な い の だ が , ki 
川合 戦 の ころ に も BUE + MATER O STA OR 
に 勢力 を さか れ , さら に , 浅井 ・ 朝倉 びいき の 比較 山 延 摩 寺 と も 戦わ な けれ ば な ら な か っ た 。 
と くに , 人 山 焼き 討ち は 史上 に 名 高い 事件 で ある 。 「 味 方 する な ら 許す 。 せめ て 中 立 を 守れ 。 
さも な けれ ば 全 山 を 焼き 滅ぼす 」 EWS MICS, MUMS, 屈し な か っ た 。 そ と で , 信 
長 は , A SOM SMA, BUD MIER? FREE CIRO HL. BARBI y e 
より 5 Bs e ELE TE ICKEMUTRICL, 僧 俗 男女 3 千 人 の 首 を は ね た 。「 仏 法 
破滅 」 と 非難 され た 残 忠 な 暴挙 で ある 。 元 亀 2 年 (1571 )9 月 の と と で あっ た 。 
この ころ, 石山 本 願 寺 と 連絡 の ある 甲斐 の 武 
田 信玄 の 上 洛 の 動き が 活発 化し た 。 盟 約 に も と 
づい て , 織田 か ら も 兵 を 出し て あっ た が , 徳川 
家康 が , 三方 ケ 原 で 武田 信玄 2 万 5 千 の 兵 を 迎 
え 討 と うと し て 完敗 命からがら 浜松 城 に 逃げ 
帰っ た と いう 悲 報 も 届く 。 こ れ に 対す る 対策 も 
必要 で あっ た し , 松永 久秀 も 信長 に 敵対 し は じ 
め , 一 向 一 控 の 策動 も あわ た だ し く , 解決 し な 
けれ ば な ら な いさ ま ざ ま な 問題 が 山積 し て きた 。 
そう し た 逆境 に あっ て も , 信長 は な お も 積極 
果敢 で あっ た 。 武田 信玄 が 三河 の 野田 城 を 落と 
し て 上 洛中 で ある と の 報 を 受け て 強気 に 転じ 
て , 一 連 の 動き を 陰 で 操っ て いる らし い 義 昭 の 
非 を な じ り , つい に は , 二条 城 に 義昭 を 囲み 
宇治 に 追放 し て し まう 。 
ーー 好 運 は まだ 信長 を 見 放し て いな か っ た よ 
2 うだ 。 武田 信玄 が , 壮 途 半ば に し て , 伊那 の 駒 
比較 山根 本 中 堂 場 で あっ け な く 陣 没 し て し まう の で ある 。 京 を 
目指 し な が ら , 上 杉 謙信 と の 戦い に 明け 暮れ 

や っ と 京 に 上 れる と いう 場面 で の 無念 の 死 で ある 。 

心配 の 種 が ひと つ 識 っ た 信長 は 。 宇治 足利 義明 を 攻め る 。 HIN, 信長 に 子 の 義 尋 を 
人 質 に 差し 出し , 遼西 国 毛利 を 頼っ て 落ち て ゆく 。 毛利 謎 元 や 小早川 隆景 の 援助 を 求め 
て の 亡命 生活 だ 。 そ の 後 も , 事 ど と に 信長 に 刃 向 か っ て ゆく ものの, EURO ER, 
事実 上 , と の 時 を も っ て 滅ん だ の で ある 。 時 に , 天正 元 年 (1573 ) 7 月 。 









































BL, 浅井 三 姉妹 

浅井 方 で は , その こと ろ す で に 多く の 武将 が 織田 方 に 寝返っ て いた 。 お そら く 木 下 藤 吉 財 
(羽柴 秀吉 ) あたり の 調 略 に よる も の で あろ う 。 天正 元 年 8 月 , 今度 こそ 浅井 ・ 朝 倉 連合 
を 撃ち 破る べく , 信長 は 近江 に 軍勢 を 入れ , 13 日 , まず 朝倉 勢 を た た き に た た いた 。 
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朝倉 方 の 敗 軍 は 越前 一 乗 谷 に 向け て 退却 し , つい に その 本 拠 で ある 一 乗 谷 を さえ 支え る 
と と が で きず , 義景 は , 一 族 の 朝倉 景 鏡 に も 裏切ら れ て , 越前 大 野 で 切腹 , と と に 北陸 の 
名 門 朝倉 家 は 滅亡 し た の で あっ た 。 

朝倉 氏 が 滅ん だ 以上 , 援軍 は 期待 できない 。 浅井 長政 の 小谷 城 は 風 前 の 灯 で あっ た 。 信 
長 と 羽柴 秀吉 の 軍 が , 京極 丸 と いわ れる 城 の 中 心 部 に 猛攻 を し か け , つい に 浅井 長政 を 自 
刃 に 追い 込む 。 長政, 時 に , 29 歳 。 信男 の 万 福丸 は , 叔父 信長 に よっ て 関ケ原 で は りつ け 
に され た 。 a q 

落城 寸前 に , お 市 と , 彼女 が 産ん だ 3 AOR 
茶々 ・ 初 ・ お 江 は , 炎 の 中 か ら 救 い 出さ れ , 信 
長 の も と に 送ら れ た 。 お 市 は の ち に 柴田 勝家 と 
再婚 し 越前 北 の 庄 (現在 の 福井 市 ) に 住む が , 
信長 の 死後, 羽柴 秀吉 が 柴田 を 滅ぼし た 際 , B 
家 と と も に , 焼け 落ち て ゆく 城 と 運命 を 共に す 
る 。 3 人 の 娘 は , ふた た び , 城 を 焼く 火 を 幼い 
目 に 刻み つけ な が ら , 羽柴 秀吉 に 引き 取ら れ て 
いっ た 。 

茶々 は の ちの 豊臣 秀吉 の 側室 淀 ど の で あり , 
ON 
で ある 。3 人 は , その 後 い ずれ も 戦国 動乱 の 嵐 に 
も て あそば れ , それ ぞ れ に 数 奇 な 運命 を 歩い て , 
ALS, また , 美しい 物語 り を つむ いで ゆく の 
だ が , し か し それ は 本 稿 の 直接 の 目的 で は な く , 
時 代 も 少し あと の と と に な る 。 と て で は , HX 
し い 男 達 の 争い の 陰 に , こう いう 哀しい お ん な 
達 の ドラ マ も あっ た と と を 言い 添え て お くに と 
ど め た い 。 

翌 天正 2 年 (1574 ), 岐阜 で ひさ か た ぶり の 平穏 な 正月 を 迎え た 信長 は , 参 賀 の 諸 臣 が 
目 を むく よう な 「 珍 奇 の も て な し 」 を し た 。 浅井 長政 や 朝倉 義景 の ドク ロ に 金 答 を 塗っ た 
も の を 畜 に , 一 同 に 酒 を ふる まっ た の で ある 。 信長 の 残酷 好み を 語る エピ ソー ド だ 。 

この 年 , 伊勢 長島 の 一 向 一 控 の 大 虐殺 も 敢行 し た 。 男 女 2 万 人 が 焼き 殺さ れ た と いう 。 
長年 , し ぶ と い 抵 抗 を 示し た 一 撰 も つい に 息の根 を 止め られ て し まっ た 。 

信長 は 国 盗り へ 向け て , 一 歩 一 歩 , 大 股 な 足取り で と の 時 代 を 歩い て いっ た 。 


鉄砲 の 時 代 


鉄砲 が 日 本 の 歴史 を 大 きく 変え た 事件 が 史上 ふた つ あ る 。 ひ と つ は , 長篠 合戦 で の 信長 
の 銃 に よる 新 戦法 で ちり, ひと つ は , 幕末 の 成 辰 戦争 で の 旧 幕 府 軍 と 新政 府 軍 と の あい だ の 
武力 衝突 で ある 。 旧式 銃 し か も た な い 幕 軍 は , 圧倒 的 な 量 の 新式 銃 を も つ 政 府 軍 に 手 も 足 
も 出 ず に 撃ち 負 か さ れ て ゆく 。 明 治 維 新 を 成功 させ た の は , 政府 軍 の 誇る 火器 の 威力 で 


















































小谷 城 に 減 ん だ 浅井 氏 と RED PERE 
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あっ た と さえ いわ れる 。 

さて , 信長 の 鉄砲 戦 だ 。 

信玄 の 死に よっ て 鳴り を ひそ め て いた 甲斐 の 武田 は , 石山 本 願 寺 に うな が され て , 勝頼 
が 三河 方 面 に 進出 し て きた 。 前 年 , 徳川 家康 方 の 遠州 ・ 高 天神 城 を 攻め て これ を 奪取 し た 
余 勢 を か っ て の 軍事 行動 で ある 。 奥平 貞昌 の 守る 徳川 方 の 城 ・ 長 篠 城 を 攻め た て た 。 と て とれ 
は た た いて お か な けれ ば な ら な か っ た 。 

同 眉 の 約束 に し た が っ て 。 信長 は , 徳川 家康 と の 連合 軍 を 編成 し , 決戦 の 地 へ 向かっ た 。 
両 軍 の 会 戦地 は , ER REM. 

天正 3 年 5 月 21 日 午前 6 時 開戦 。 織 ・ 徳 連合 軍 の 兵力 は お よそ 3 万 , 対す る 武田 勝頼 軍 
は 1 万 4 千 。 連 子 川 を は さん で 両 軍 の 将兵 が せま い 盆 地 に ひし めき あっ た 。 連合 軍 側 に は 
鉄 息 3 千本 が あり, と れ を 千 丁 ずつ 3 隊 に 分 け , 1 段 め が 発射 する あい だ に 。 2 段 め は 点 
火 し て 射撃 の 構え に は いっ て お り , 3 段 め は 弾 を て あめ て いる と いう 「 3 段 装 填 法 」 を 採用 
し た 。 て と これ に よっ て , 弾 は 切れ 目 な く 連 射す る て と と が で きる 。 し か も 足軽 銃 手 た ち は 馬 防 
棚 に し っ か り と 護 ら れ て いて , 精 強 を 誇る さしも の 武田 騎馬 軍団 も , な す と と ろ な く 壊 滅 的 
な 打撃 を 受け た 。「 3 段 攻 撃 法 」 は , 信長 の 考案 し た も の だ と いわ れ , 彼 の 前 例 に と ら わ れ 
な い 斬新 な アイ ディ ア , 自由 な 発想 が 事態 を 好転 させ , 戦国 の 合戦 の 形 を 大 きく 変え , 歴 
史 を 転回 させ た の で ある 。 武田 方 の 戦死 者 は お よそ 1 万 。 山 県 昌 景 の ほか 名 の ある 武将 も 
つぎ つぎ に 足軽 鉄砲 隊 に よっ て 撃ち 倒さ れ , 武田 勝頼 は , 主 従わ ず か 6 騎 で 甲斐 へ 逃げ 帰っ 
た 。 そ し て , と の 敗戦 の ショ ッ ク で , 武田 は この 後 数 年 , ほとん ど 起 て な く な っ て し まう 。 
現在 , 設楽 原 の 古 戦場 に は , 馬 防 棚 が 復元 され て 当時 を 便 ば せ て くれ る 。 

つづ いて 信長 は , 越前 ・ 加 賀 方 面 の 一 向 一 撲 を 討伐 し て , 北陸 方 面 へ も し だ い に そ の 勢 
力 を 拡大 し て いっ た 。 — 

秋 に な っ て , 信長 は 明智 光秀 に 丹波 攻略 を 厳命 する 。 

天正 7 年 , 光秀 は , 丹波 の 実力 者 ・ 波 多野 秀治 兄弟 を 討つ た め に 出兵 する 。 光秀 は 八 上 
城 に と も る 波多 野 軍 を 兵糧 攻め に する の だ が , らち が あか な い の で , 母 (じつは 伯母 ) を 
人 質 に 入れ て 和議 を は か る 。 そ れ を 信じ た 波多 野 兄弟 は 城 を 出 て 降伏 し て くる の だ が , fü 
長 は 2 人 を は りつ け に し て 殺し て し まう 。 約束 が ちがう で は な いか , と れ は ペテン だ , だ 
まし 討ち だ と 怒っ た 城 兵 た ち は , 光秀 が 入れ た 人 質 の 母 を 殺し て 徹底 抗戦 する 。 

この 信長 の や り 方 が 光秀 の 恨み を 買い , の ち に 明智 光秀 が 信長 に 背く 原因 だ と いう 説 も ある 。 


天正 4 年 (1576 ) , 信長 は , 丹羽 長秀 を 奉行 に 起用 し て 安土 城 を 築 か せ た 。 名 古屋 , 清 
洲 , 小牧 山 , 岐阜 と 居城 を 移し て きた が , 美濃 , 尾張 は も ちろ ん , 伊勢 , 越前 , 近江 な ど 
へ 勢力 範囲 が 広がっ て くる と , 岐阜 で は 東 に 寄り すぎ て いる の と , 北陸 に あっ て 京 を に 
らん で いる 上 杉 謙信 へ の 備え も あっ て と て に 城 を 築く と と に し た の で ある 。 安土 は 京 へ 
も 近く , 上 杉 謙信 が 上 洛 す る な ら 必 ず 通 る と 思わ れる 北陸 街道 を に らん で , 地の利 を 得 て 
いた 。 

信長 が 備え よう と し た 上 杉 謙信 に , この て ろ 石 山本 願 寺 が 接近 する 。 ま た , 西国 の 毛利 
も 本 願 寺 に 応援 を 約束 し て いる 。 そ の 陰 に は , すでに な ん の 実権 ちな い が , 謀略 を こら す 
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2% こと だ け は 好き な , 足利 義昭 の 陰 
な 影 が 見 え 隠れ する 。 
さま ざま な 勢力 が , 信長 を 取り 
Be 囲ん で 圧迫 を 加え , 緊張 が た か ま 
图 。 て いる の で ある 。 
B この 時 期 , 信長 の 目 は すでに 西 
图 国 に 注 が れ て いた 。 濃 尾 ・ 鐵 内 な 
ど を 手中 に お さめ た 彼 は , KOK 
E 渦 目 標 を 中 国 の 雄 ・ 毛 利 に 向け て 
いた の で ある 。 そ の た め に は , 滞 
内 海 に 進出 し な けれ ば な ら な い 。 
内 と 経済 的 に 切り 離せ な い 関 係 
と 持つ 瀬戸 内 海 の 通 商 権 を 確保 す 
a EN sack, これ か ら の 信長 の 全国 
安土 城 天 守 跡 に 残る 石垣 制 吾 に と っ て も 欠か す と と の で き 
な い 日 程 で あっ た 。 瀬戸 内 海 を 押さ える に は , 大 坂 を 占拠 し て いる 石山 本 願 寺 と 衝突 し て 
これ を 排除 する こと を 避け る わけ に は いか な い 。 逆 に 毛利 側 に すれ ば , 石山 本 願 寺 が 敗れ 
れ ば 直接 織田 の 脅威 ・ 重 圧 が 加わ っ て くる 。 
天正 4 年 , 木津 川 の 河口 で , 織田 の 水軍 と 毛利 の 水軍 が 戦う と いう 事件 が 起き て いる 。 
瀬戸 内 海 の 海賊 を 主力 に 編成 され た 毛利 の 水軍 は , 石山 本 願 寺 に 兵糧 を 送り 込む た め に て 
の 地 に 航行 し て きた も の で あっ た 。 信長 の 水軍 は 完全 に 敗れ た 。 そ の 苦い 教訓 を も と に , 
信長 は 強力 な 水軍 の 創設 を 命令 し た 。 と うし て で きた の が , いわ ゆる 九鬼 水軍 で ある 。 こ て 
れ か ら 2 年 後 の 毛 利水 軍 と の 再度 の 海戦 で は , こと ん ど は 鉄 甲 製 の 不 沈 戦艦 を 有する 織田 水 
軍 が 毛利 水軍 を 撃ち 破っ て いる 。 
信長 と 石山 本 願 寺 と の いつ 果て る と も 知れ な い 激 し い 抗争 の な か で , つね に 右 山本 願 寺 
軍 の 中 核 と し て 織田 軍 と 戦っ て きた の は , 紀伊 の 雑賀 集 で あっ Teo Ha rast 
は , 優秀 な 水軍 と 鉄砲 と で 知ら れ , SMAIERMEME Cio MEAR bdo fa 
長 は , 彼ら を 徹底 的 に た た いて 降参 させ た 。 








































西 に 向く 


と の 時 期 の 信長 は まる で モグ ラ た た き を し て いる よう な も の で あっ た 。 あ ちら を た た け 
ば , と ちら が 頭 を 出す 。 こ と ち ら を 打つ と あちら で 首 を 出す 。 
E 言 が 能登 ・) 加賀 地方 に 進出 し て きた 。 柴田 勝家 を 総 大 将 に , 6)! 

秀 , 前 田 利 家 な ど が 北陸 へ 大 軍 を 動か す が , か えっ て 上 杉 謙信 
ど に も な く 有 弱い 軍勢 よ 」 と ちょ う 笑 され る 程度 の いく さ し か で き な い 。「 は ね る 
SESE (信長 )] な ど と いう 狂歌 まで で きた 。 そう と うす る うち, 万 山本 願 寺 攻囲 軍 の か 
な め と も いえ る 松永 久秀 が 謀反 を 起こ と す 。 四方 に 強敵 を 抱え , 文字 通り の 内 憂 外患 で 
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あっ た 。 

よう や く 久 秀 を 討っ て 自爆 死 さ せ た 織田 軍 は , 今度 こそ は 本 腰 を 入れ て 丹波 ・ ,中 国 地 
の 攻略 に 乗り 出す と と に な っ た 。 有 丹波 方 面 の 戦況 は すでに 述べ た と お り だ が , Ks, ee 
地方 に 向かっ た 羽柴 秀吉 は , 毛利 の 支城 で ある 上 月 城 落 と し た も の の , 三木 城主 ・ 別 所 
長治 に は 背 か れ , て と ずら され る 。 

毛利 討伐 の 先陣 と し て , 羽柴 秀吉 が , 中 国 方 面 で 苦戦 し て いる と ろ , 大 き な 星 が ひと つ 
落ち た 。 信長 の 当面 の 敵 で あり , その 存在 を 最も 恐れ , 警戒 し て いた 上 杉 謙信 が 脳卒中 で 
死ん だ の で ある 。 武田 信玄 ・ 上 杉 謙信 の 相次ぐ 死 は , 信長 の 運 の 強 さ を 物語 る 。 巨 大 な 北 
陸 の 脅威 が 除 か れ た と と に よっ て , 信長 は 毛利 氏 と の 戦い に 総力 を あげ る と と が で きる 態 
勢 に な っ た の で ある 。 ue 
その 矢先 , 思い も か け な い 人 物 の 謀反 が 信長 を 激怒 させ る 。 HR Ti: - RAR Eas 
石山 本 願 寺 ・ 足 利 義昭 ・ 毛 利 輝 元 と 通じ て 反 信 長 の 旗印 を 鮮明 に し た の だ 。 し か し これ も 
抗戦 ほぼ 1 年 で 村 重 が 伊丹 城 を 脱出 , 彼 や 家臣 の 妻子 約 130 人 が 首 を は ね られ る と いう 悲 
惨 な 結末 で 幕 を 下ろ す 。 そ し て , て の 件 が 引き 金 に な っ た よう なか な 形 で , 信長 と 石山 本 願 寺 
と の あい だ に 講和 が 成立 , RY, あま り に も 長かっ た 争い に つい に 終止 符 が うた れ た の で 
あっ た 。 

天正 10 年 (1582 ) , 安土 の 正月 は , 久し振り の の どか な 正月 で あっ た 。 し か し , 閑静 
で あっ た の は わずか ひと 月 で , この 2 月 1 日 に は , 武田 勝頼 を 討つ べく 駒 を 甲斐 ・ 信 渡 に 
進め た 。 木曽 義昌 や 穴 山 信 君 が 信長 に 寝返り , 武田 攻め の 手引 き を する と いう 情報 が 入っ 
て きた の で ある 。 長篠 合戦 以来 の 7 年 ぶり の 武田 と の 対 陣 だ 。 

武田 家 は , も と も と 主従 関係 と いう より , 衰 族 連合 と いっ た あい まい な 形 で 成り 立っ て 
いる 。 そ の 言わ ば ソフ ト な 構造 は , 武田 信玄 の よう な 強烈 な 個性 と 指導 力 を 持っ た リー 
ダー が いる 場合 は 強み を 発揮 する が , そう で な いと た ち ま ち 弱 点 を さら し て し まう 。 勝頼 
の 悲劇 は そ と に あっ た 。 彼 も けっ し て 暗愚 な 武 持 で は な か っ た が , 創業 の 功臣 た ち は , 2 
代目 の 彼 I 忠 誠心 を 示し は し な か っ た 。 一族 は ば ら ば ら に な っ て 瓦解 し , と うと う 名 門下 
ARS, 天目 山 で 最期 を 迎え る の で ある 。 

筆者 が , 勝頼 最期 の 地 天目 山 を 訪ね た の は ・ 秋 深 い 日 で あっ た 。 勝 頼 夫 妻 と 婚 子 ・ 信 勝 
が 自害 の 座 に し た と 伝え る 「 生 害 石 」 や, 3 人 を 葬っ た 墓石 に 淡い 陽 が 注い で いた 。 作家 
の 新 田 次 郎 氏 が , か つて と と を 取材 に 訪れ て , 
勝頼 の 涙 の あら れ 石 を 打つ 

と 詠 ま れ た の を 思い 出す 。 

武田 の 落日 を 象徴 する か の よう に , 華々 し く 戦っ て 死ぬ の は , 勝頼 の 弟 で 高遠 城主 の 仁 
科 盛 信 た だ ひと り だ っ た 。 
徳川 家康 に と っ て , 武田 は 三方 ケ 原 以来 の 憎い 宿敵 で ある 。 そ の 武田 を 滅ぼし , 駿河 一 
LEGA TS れ た 信長 に 礼 を 述べ る た め , 律 義 な 徳川 家康 は 安土 まで 出向 いて きた 。 そ の 
供 応 役 を お お せつ か っ た の が 明智 光秀 。 

その て ころ, 羽柴 秀吉 は 中 国 地方 に あっ て , 毛利 の 最前 戦 を 死守 する 清水 宗治 の 備中 高松 
城 を 囲み , これ を 攻め あ ぐ ん で いた 。 ま も な く 高 松 城 水 攻め と いう 奇 計 を も っ て , 城主 ・ 
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清水 宗治 に 腹 を 切ら せ 起 死 
回 生 の 勝利 を お さめ る の だ が , 





この 時 は , » BANE ROR 





な ど と 違っ て , と の 人 物 , 
主君 の 心 を っ つかむ 術 に た け 
て いた 。 な ん と いっ て も か 
わい げ が ある 


天正 10 年 6 月 1 日 


Halle 出陣 し て 秀吉 の 作 







た 信長 は , KEE 
は , 茶会 を 催し 
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OK COR で ある 本 人 能 
Fic TAL ee 

明智 光秀 は , TEMO MOL 
を 出 て , CA a 
援 に 向かう , は ず で あっ た 。 des : 
と と ろ が , 亀山 か ら 京 へ 入 秀吉 の 中 国 攻 略 の 根拠 地 、 姫 路 城 
る 途中 の 老 の 坂 を 越え を た あたり で , 全 軍 に 向かっ て , 

「 わ が 敵 は 正本 人 能 寺 に あり ] 
と 訴え る 。 信長 を 討つ と いう 意味 bo HR, で ある 。 

明智 光秀 の 軍勢 が 本 能 寺 を 囲ん だ の は , 6 月 2 日 の 未明 で あっ た 。 un 

AERDIO, 喚 声 を あげ て 本 人 能 寺 に 乱入 し た 。 辺り の 騒が し さ に 気づい た 信長 i 
y>- BRINALIT ,, 「 い か な る 者 ぞ 」 と 尋ね て いる 。 蘭丸 が ee 
と 答え る と , TH な り 。 是非 に お よ ば ず 」 と 叫ん だ と いう 。 こ の 短い 言葉 の 中 に , 天下 
武 の 壮 図 な か ば で , この 世 を 去っ て ゆく 信長 の 思い が 深々 と こと め ら れ て いる よう だ 。 
BPE Rs THK LEB IV ICH, 室 に と も っ て 腹 を 切っ た 。 没 年 , 49 歳 。 主 
に 狗 じ た 蘭 丸 は 18 歳 。 

破壊 と 建設 の 勇者 , 乱世 の 英雄 , 経済 が わか る 新 時 代 の 政治 家 の あ まり に も あっ け な い 
終末 で あっ た 。 遠 大 な 信長 の 「 企 画 ]」 は, 文字 通り 一 朝 に し て 壊滅 し た 。 

彼 は ,「 人 間 五 十 年 」 と か ね て 口癖 の よう に 言っ た が , ESIC, それ に ふさ わし い 人 生 で 
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当時 の 面影 を 人 ば せる 本 能 寺 





あっ た 。 
(明和 光秀 の 談 反 の 原因 に つい て は , HOSS EEE ST Ein 丹波 ・ 
近江 の 両国 を , 自分 で こと これ か ら 切 り 取 っ て と な けれ ば な ら な い 出 胡 ・ 石 見 に 代え られ そ 





Sich re FELDES, 信長 の 時 が 原因 で 母 (伯母) を 殺さ si A lá 
長 が , 明智 光秀 の 奏 橋 宗 異 し た と いう 説 。 徳 川 家康 供 応 の 役 を 外さ れ た 恨み 。 武田 勝 
頼 と 内 通し た の が 発覚 し そう に な っ た 不安 , な ど 。 結 局 , いち ば ん 納得 で きる の は , 彼 
戦国 の 武 持 らし い , 天下 堂 握 の 「 野 望 」 と 夢 が あっ た の で は な いか , と いう 

で , は た し て と の 人 物 に 天下 を 取る 器量 と 軍備 と 人 望 が あっ た か ど 
うか は , 微妙 な 「IF」 で ある ) 












E 7 o 彼 の 死 は 日 
本 に と っ て 大 き MATAS と いう 人 も ある 。 信長 の 仕事 は , まだ , と れ か ら だ っ た の 
で ある 。 彼 は か ね て か ら , 50 で 死ん で も よい て 達観 し て いた か ら , 死 を 恐れ , 死ぬ と と を 
無念 に 感ずる こと は な か っ た " う 。 し か し , 天下 布 武 ・ 全 国 制 難 の 大 業 を な し 得 な い 
まま こと の 世 を 去る こと に は , 死に 切れ な いも の を 感じ つつ 呼吸 を 止め た た に ちがい な い 。 彼 
が と の 時 期 ま で に ほぼ ば 掌握 し て いた の は 17 ケ 国 で ある 。( 君 に は で きた か ? ) 全国 統一 を 
果たす 為 に は , 50 ケ 国 を 切り 取ら な けれ ば な ら な い 。 そ の 中 に は , 奥州 の 伊達 ae 
信 亡 し と は いえ 北陸 の 上 杉 , 関東 の 北条 , 中 国 の 毛利 , 四国 の 長宗 我 部 , 九州 の 島 : ie 
手 ど わい 猛将 ・ 勇 持 だ が ひし めき あっ て いる の で ある 。 実際 の 有 歴史 で は , (GRO 人 
a... げ て ゆく の は , - 中 国 大 返し と いわ れる 長 駆 の 反転 (中 国 か ら 駆け 戻っ 
こと と ) で , 山崎 合戦 に 明智 光秀 を 討っ た 豊臣 秀吉 で あり , その 後 を 引き 継い だ 徳川 






















— 50 





京都 阿弥 陀 寺 に は 織田 信長 と 家臣 の 墓 が 眠る 。 
右 が 信長 の 墓 。 そ の 奥 に は 濃 の 墓 が ひか える 。 
左 に な らぶ 3 つの 墓 は 森 蘭 丸 を 始め と する 小姓 達 の も の 。 


家康 で ある 。 し か し , と と で は , 君 自 身 が な ん ら か の 形 で 50 ケ 国 を 制 宙 し な けれ ば な ら 
な い の で ある 。 

どん な 方 法 で ? 

信長 は 本 能 寺 で 死ん だ 。 し か し 。「 信 長 の 野望 」 は 達成 させ て や っ て 欲し い 。 

£5, 君 が ,「 歴 史 を 創る 」 の だ 。 

成功 を 祈る 。 





=> 
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戦国 大 名 家臣 団 事典 新人 物 往来 社 
歴史 読本 戦国 大 名 家系 譜 総覧 新人 物 往来 社 
日 本 の 合戦 (5・6・7) 新人 物 往来 社 ・ 
歴史 読本 伝記 シリ ー ズ 7 織田 信長 新 人 物 往来 社 
日 本 武将 列伝 (2・3・4) 秋田 書店 

日 本 の 歴史 9 集英社 

戦国 人 名 辞典 吉川 弘文 館 
織田 信長 岩波 新書 

織田 信長 角川 文庫 

織田 信長 教養 文庫 
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